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主な内容

　６月３日㈰、どろんこバレーボール大会が周布小学
校横の休耕田で行われ、県内外から52チームが参加し
ました。選手たちは、どろんこになりながらボールを
追って果敢にダイビングするなど、ハッスルプレーを
連発。観客からは大きな拍手が送られました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１２

なつかしの国 石見

２０１２

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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　市では、平成20年に浜田市食育推進計画を
策定し、関係機関・団体からなる「浜田市食
育推進ネットワーク会議」を中心として、乳
幼児期からの「心と身体の健康づくり」に取
り組んでいます。
　中でも「早寝早起き朝ごはん」の推進は、
重点的な取組として推進しています。
　これまで、小・中学生や園児を対象とした
生活習慣・食生活に関するアンケート調査を
行うなど、子どもの生活習慣の実態把握と啓
発を行っています。

　赤ちゃんは、生まれたときから「朝昼は明る
く、夜は暗く」することで、生活リズムが整っ
たり、体に大切なホルモンがしっかり出たりす
ると言われています。０か月からこの習慣付け
を行い、２～３か月になったら、「オムツを替
える」「リビングに移動する」など、朝、起こ
すようにしていくとよいでしょう。

　日本小児科医会の「子どもとメディア」対策
委員会では、メディア接触が子どもたちの成長
に及ぼす影響に配慮し、提言を行っています。
【抜粋】
①　２歳までのテレビ・ビデオの視聴は控えま
しょう。

②　授乳中・食事中の、テレビ・ビデオの視聴
はやめましょう。

③　全てのメディアへ接触する総時間を制限す
ることが重要です。１日２時間までを目安と
考えます。

　子どもの成長には個人差もあるので、無理の
ないように進めていくことが大切です。
　市では、今年度から乳幼児健診や赤ちゃん訪
問などのときに、啓発を進めています。子ども
の健やかな成長のために、保護者をはじめ、子
どもに関わる大人が取組を進めていきましょ
う。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

　２～３か月頃から、日中はふれあい遊びなど
体を動かしたり、天気がよい日は散歩に出掛け
たりすることで、よく眠れるようになると言わ
れています。

　離乳食が始まったら、同じ時間に食事をする
といった規則正しい食事をすることで、生活リ
ズムが強化されると言われています。

０歳からよい生活習慣を身に付けましょう

～０歳から、周りの大人が次の取組を進めていくことが大切です～

○離乳食が始まったら、決まった時間
に食事をしましょう

○天気がよい日は、積極的に散歩に出
掛けましょう

○夜８～９時には、テレビも電気も消
して暗い所で休ませましょう

○朝７時までには、カーテンを開けて
日の光を浴びましょう

○授乳時や赤ちゃんへのテレビ視聴は
控えましょう
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　昨年、市では３歳児健診でのアンケート調査と、合併後６年
間分の乳幼児健診データの分析を行いました。

【起床・就寝時刻】
　０歳のときに部屋を明るくするなど、朝早く起こ
すよう意識されていた子どもは、３歳児で早起きを
している割合が高くなりました。また、夜に明かり
を消すなど、早く寝かしつけるよう意識されていた
子どもは、早寝をしている割合が高くなりました。

【生活リズム】
　０歳のときに早く寝かしつけることや、早く起こ
すことを意識されていた子どもは、早寝早起きなど
の生活リズムが早く整っていました。

浜田市食育推進キャラクター
「びぃびぃくんとおねえちゃん」

【テレビ視聴】
　テレビをつけずに授乳されていた子どもは、３歳
児ではテレビ視聴時間が２時間以内でした。また、
０歳でテレビ視聴をしていなかった子どもは、３歳
児ではテレビ視聴時間が２時間以内でした。

【食事と運動】
　離乳食の時間を決めずに食べていた子どもは、１
歳６か月児で食べる量が少ない傾向にありました。
また、０歳で積極的に散歩に出掛けていた子どもは、
３歳児で外遊びをしている割合が高くなりました。

※　この結果から、０歳でのよい生活習慣が、成長したあとでも続いていることが分かりました。

アンケート・健診データの調査結果
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「
石
見
の
海　

角つ
の

の
浦う

ら

廻み

を
」
で

始
ま
る
石
見
相
聞
歌
は
、
人
麻
呂
が

石
見
の
国
司
で
あ
っ
た
と
き
、角（
都

野
）
の
里
に
い
た
妻
と
別
れ
て
上
京

す
る
際
に
詠
ん
だ
歌
だ
と
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
石
見
の
国
府
は
、

伊い

甘か
ん

郷
（
今
の
浜
田
市
）
の
下し

も

府こ
う

な

い
し
上か

み

府こ
う

地
区
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
梨
田
精
は
前
掲
書
で
、

人
麻
呂
が
赴
任
し
た
と
き
の
石
見
国

府
は
、
今
の
江
津
市
二
宮
町
神か

ん

主ぬ
し

に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　

大
島
幾
太
郎
『
那
賀
郡
史
』（
昭

和
15
年
稿
）
に
掲
げ
ら
れ
た
「
石
見

国
守
表
」
の
最
初
に
人
麻
呂
の
名
が

あ
り
、
そ
の
表
の
初
め
の
二
人
だ
け

が
都つ

農の

郷
（
神
主
）
の
国
府
に
来
、

ほ
か
の
六
十
余
人
は
伊
甘
郷
の
国
府

に
来
た
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
石
見
相
聞
歌
の
相
手
で

あ
る
妻
の
依よ

さ
み
の
お
と
め

羅
娘
子
が
神
主
の
恵え

良ら

の
在
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
も
平

ひ
ょ
う

仄そ
く

が
合
う
。

　

し
か
し
、
石
見
国
府
は
天
平
の
末

頃
（
７
４
８
年
）、
伊
甘
郷
に
移
転
し

た
。
天
平
13
年（
７
４
１
年
）、
聖
武

天
皇
は
各
国
府
の
所
在
地
に
国
分
寺

設
置
を
命
じ
た
が
、
神
主
の
地
元
住

民
の
反
対
が
強
く
、
石
見
国
分
寺
は

伊
甘
郷
の
現
浜
田
市
国
分
に
建
立
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

神
主
に
あ
る
多
鳩
神
社
は
石
見
の

国
二
ノ
宮
と
さ
れ
、
事こ

と
し
ろ
ぬ
し

代
主
命
を
祭

神
と
し
て
お
り
、
じ
つ
は
神
主
と
い

う
地
名
の
由
来
も
、
事
代
主
命
か
ら

神
主
が
始
ま
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

石
見
国
府
は
そ
の
後
四
百
年
余
、

伊
甘
郷
（
浜
田
）
に
あ
っ
た
が
、
鎌

倉
幕
府
開
府
と
と
も
に
守
護
地
頭
制

と
な
り
国
府
は
廃
止
と
な
っ
た
。

　
　
　

島
根
県
立
大
学
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
泰
三

石見国府があった下府平野（平成３年撮影）

　アンテナで浜田浅井テレビ局の地上デジタル放送を
受信して視聴している市内の一部の地域で、「映りが
悪い」・「音声が途切れる」など、外国電波の混信によ
る受信障害が発生しています。
　対象地域の受信障害を改善するため、浜田浅井テレ
ビ局の送信チャンネルを変更することにしています。
対象地域　黒川町・相生町・朝日町・竹迫町・杉戸町・

野原町・原井町・熱田町のそれぞれ一部の地域

家庭での対応
・現在、使っているデジタル受信機（デジタルテレビ・

デジタルチューナー・デジタルチューナー内蔵の録
画機など）は、そのまま使用できます。

・チャンネルの設定（チャンネルスキャン）をして、
再度設定する必要があります。

※　デジタル受信機の一部には、特別な操作をしなく
ても自動的にチャンネル設定変更に対応している機
種もあります。

相談窓口の開設
・平成24年11月頃（予定）から相談窓口が設けられま

す。
※　今後の予定など、詳細が決まりましたらお知らせ

します。

問い合わせ先
デジサポ島根・総務省島根県テレビ受信者支援セン
ター混信相談窓口（☎０８５２�８６６８）

受付時間　午前９時～午後６時
（土・日・祝日を除く。）

変更予定日
　平成24年12月10日㈪～平成25年１月23日㈬

変更チャンネル

放送局 現在の
チャンネル

変更後の
チャンネル

ＮＨＫ総合 14 34

ＮＨＫ教育 13 37

日本海テレビ 15 42

山陰放送 17 52

山陰中央テレビ 16 46

「
萬
葉
学
会
」
開
催
関
連
講
座

～
「
柿
本
人
麻
呂
」
の
足
跡
を
探
し
て
④
～

浜田浅井局の地上デジタル放送チャンネルが変わります
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市
で
は
、
統
計
調
査
に
従
事
す

る
「
常
任
統
計
調
査
員
」
を
40
人

委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
統
計
調
査

の
種
類
に
よ
っ
て
は
調
査
員
が
不

足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
登
録
統
計
調
査
員
」
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
名
簿
登
録
し
、

各
種
統
計
調
査
に
従
事
で
き
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事

　

国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
（
国

勢
調
査
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
、

労
働
力
調
査
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

な
ど
）
で
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

約
２
か
月
の
調
査
員
任
命
期
間
中

に
、
お
お
む
ね
次
の
流
れ
で
活
動

し
ま
す
（
調
査
の
種
類
に
よ
り
若

干
異
な
り
ま
す
）。

①
調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
へ

の
出
席
・
調
査
関
係
書
類
受
領

②
担
当
す
る
調
査
区
域
・
調
査
対

象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

④
調
査
票
の
回
収
・
点
検

⑤
調
査
関
係
書
類
の
整
理
・
提
出

※　

調
査
期
間
中
は
、
国
勢
調
査

の
場
合
は
非
常
勤
国
家
公
務
員
、

そ
の
ほ
か
の
基
幹
統
計
調
査
の

場
合
は
非
常
勤
地
方
公
務
員
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
調
査
員

に
は
、
調
査
で
知
っ
た
事
柄
を

他
人
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。
調
査
活
動
中
に
災
害
に

あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
般
の
公

務
員
と
同
様
に
公
務
災
害
補
償

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上

の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事

で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保

護
に
配
慮
で
き
る
人

報
酬
な
ど

　

調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、
国

で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

応
募
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
資
格
要
件
や
地
域
的
な
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
た
め
、
面
接

を
行
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

　寄附金は、事業区分に応じて「浜田市ふるさと応援
基金」・「浜田城に関する資料館及び城山整備基金」・「浜
田市地域振興基金」に積み立てています。

　市では、平成20年度から「ふるさと“はまだ”に貢
献したい、応援したい」という皆さんからの寄附金を
受け付けています。平成23年度末の寄附金の状況は次
のとおりです。

１　ふるさと寄附金の状況

事業区分

寄附金
総計

（平成20～23年度)平成23年度 平成22年度
（前年度）

件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）
1 伝統芸能並びに地域文化の伝承及び育成に関する事業 10 2,111,000 7 55,000 20 2,376,000

2 特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業 1 5,000 2 105,000 8 275,000

3 自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業 4 141,000 3 20,000 13 221,000

4 高齢者の生活を支援する地域づくりに関する事業 9 406,000 8 280,000 24 836,000

5 青少年の健全育成及び教育環境整備に関する事業 10 4,211,600 7 1,075,000 29 8,958,462

6 浜田城に関する資料館及び城山整備に関する事業 20 6,917,000 10 388,640 128 11,019,640

7 その他目的達成のために市長が必要と認める事業 18 742,000 19 2,404,864 56 10,982,864

合　　計 72 14,533,600 56 4,328,504 278 34,668,966

２　ふるさと寄附金の活用状況

平成23年度事業 総事業費
ふるさと寄附金

小学校の図書購入 9,900,744円 400,000円

周布小学校校庭芝生の
維持管理 300,000円 300,000円

問い合わせ先
　本庁定住対策課（☎�９２００） 周布小学校校庭芝生の維持管理にも活かされています

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

ふるさと寄附運用状況
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

気仙沼市の「ケアハウス　ソレイユの丘」で行われた
黒松の植樹式【中央は鈴木・前気仙沼市長】

ヨロブン、アンニョンハセヨ！（皆さん、こん
にちは）

４月から国際交流員として浜田市に来ました、
金恩志と申します。これから浜田市と韓国をつな
げる国際交流員になれるよう頑張ります。浜田市
の皆さんと、たくさんお話できればうれしく思い
ます。たくさん話かけてください。

私の故郷は京
きょん　ぎ　ど　ぽ　ちょん

畿道抱川市で、ソウルから車で北
東方向に走って１時間半で行けるところに位置し
ています。抱川市は、山に囲まれており、きれい
な水を使ったおいしいお酒、特においしいマッコ
リが作られる町として有名です。

ここで少し、マッコリについてお話したいと思
います。最近、マッコリが韓国や日本で、尋常で
はないほどの人気です。マッコリといえば、韓国
では、田舎で仕事（農業）の休憩や終わりに飲んで、
疲れをとるお酒として愛されてきました。すなわ
ち、「庶民のお酒」のイメージが強かったのです。
それが今では、健康を考える人たちを中心に広ま
りました。さらに麹を使って発酵することで抗が
ん効果があることが発表されると、さらに人気が
上昇しました。

マッコリは、お米はもちろん麦や黒米などを

使っても作られます。また、サイダーや果物など
を一緒に入れて飲むなど、いろいろな飲み方で楽
しむことができます。私のふるさと抱川市で作ら
れている「二

い ど ん

東マッコリ」は、地下200メートル
から汲み上げた水から酒造していて、独特な甘み
が特徴であることが知られています。

韓国では、雨が降る日に食べるチヂミは、一層
おいしいという風説があります。これは、雨の日
は体がだるく、体が濃いものを欲しがるからだそ
うです。そのとき、チヂミをつまみに飲むマッコ
リは、合性が良いと言われています。これから雨
の日は、マッコリとチヂミを楽しんでみるのはい
かがですか？

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
早
く
も
１
年
３
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

浜
田
市
で
は
、
人
的
・
物
的
支

援
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
格
別

の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
は
、
漁
港

を
支
え
る
都
市
同
士
の
縁
に
よ

り
、
震
災
直
後
か
ら
、
こ
の
３
月

末
ま
で
に
、
事
務
職
員
、
福
祉
職

員
、
土
木
・
建
築
技
術
職
員
な
ど
、

１
３
４
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。
私

も
昨
年
10
月
に
気
仙
沼
市
を
訪
問

し
、
浜
田
市
民
を
代
表
し
て
、
菅

原
・
気
仙
沼
市
長
に
お
見
舞
い
と

激
励
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
浜
田
市
職
員
が
半
年
に

わ
た
り
支
援
活
動
を
行
っ
た
気
仙

沼
市
民
会
館
の
避
難
所
や
、鈴
木
・

前
気
仙
沼
市
長
が
理
事
長
を
さ
れ

て
い
る
老
人
福
祉
施
設
を
訪
問
し

ま
し
た
。
気
仙
沼
市
の
沿
岸
部
か

ら
市
街
地
は
、
平
成
20
年
に
訪
れ

た
時
の
美
し
い
海
岸
線
と
は
一
変

し
、
全
て
津
波
に
の
み
尽
く
さ
れ

膨
大
な
が
れ
き
の
山
と
化
し
、
漁

港
は
４
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ

た
り
水
没
し
、
そ
の
光
景
は
想
像

を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。し
か
し
、

菅
原
市
長
を
は
じ
め
市
役
所
幹
部

職
員
や
、臼
井
・
気
仙
沼
市
議
会
議

長
に
温
か
く
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
際
、
鈴
木
前
市
長
か
ら
、「
浜

田
市
の
支
援
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、市
の
木
を
贈
っ
て
欲
し
い
。」と

依
頼
が
あ
り
、
気
仙
沼
市
の
木
で

あ
り
、
旧
浜
田
市
の
木
で
も
あ
っ

た
「
黒
松
」
を
復
興
を
祈
念
す
る

樹
と
し
て
贈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
月
２
日
に
植
樹
式
が
行
わ
れ
、

「
復
興
の
拠
り
所
に
し
ま
す
。」
と

の
感
謝
の
言
葉
が
届
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、４
月
に
は
、宮
城
県
の
村

井
県
知
事
か
ら
、
浜
田
市
の
支
援

に
対
し
感
謝
状
が
届
い
た
の
で
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
こ
の
５
月
か
ら

気
仙
沼
市
の
依
頼
を
受
け
、
引
き

続
き
今
年
の
年
末
ま
で
、
常
時
２

人
の
技
術
職
員
を
派
遣
し
、
気
仙

沼
漁
港
の
復
興
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
去
る
６
月

17
日
に
は
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
、
浜
田
石
見
神
楽
社
中
の
有

志
の
皆
さ
ん
が
、
石
見
神
楽
の
慰

問
を
し
て
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

浜
田
市
で
は
、
こ
の
大
震
災
を

教
訓
と
し
て
、
市
内
の
沿
岸
部
を

中
心
と
し
た
４
１
５
か
所
の
電
柱

に
、「
海
抜
表
示
板
」
を
設
置
し
、

さ
ら
に
、こ
の
た
び「
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
、
全
世

帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

浜田市長 宇津徹男
新・お元気ですか�

ヨロブン、アンニョンハセヨ！（皆さん、こんにちは）
浜田市国際交流員　金

き む

　恩
お ん

志
じ
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広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町（☎�１４６８）

　浜田地区広域行政組合の人事行政の運営における公正性と透明
性を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行
政組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職
員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事
行政の運営などの状況についてお知らせします。

⑴職員数の状況 （単位：人）

平成23年度職員数
（平成23年4月1日現在）

平成23年度中
採用者数 退職者数

18 0 2

⑴給与の状況（平成23年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末・勤勉
手　　　当 計 １人あたり

給　与　費
81,393 9,655 29,438 120,486 6,694

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。

⑶給料月額（初任給）の状況 （平成23年４月１日現在）

区　分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 140,100円 161,600円

国の制度 一般行政職 140,100円 172,200円

⑸退職手当 （平成23年度支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

加算措置
定年前早期退職特例措置
２％～20％加算
早期退職優遇制度
15％～30％加算

定年前早期退職特例措置
２％～20％加算

⑵職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成23年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額
（基本給）

平均給与月額
（基本給＋諸手当）

52.17歳 376,217円 423,165円

⑷期末・勤勉手当 （平成23年度支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合
期　末 勤　勉

６月期 1.20月分 0.675月分
12月期 1.35月分 0.675月分
計 2.55月分 1.35月分

加算措置 有

⑹そのほかの主な職員手当の状況
種　　類 説　　明

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,000円を超える家賃を支
払っている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利
用している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康又は困難な勤
務で、その特殊性に応じて支給

開始時刻 休憩時間 終了時刻
8:30 12:00 ～ 13:00 17:15

⑴ 分限　処分なし
⑵ 懲戒　処分なし

⑵構成市からの派遣職員　　　　　　　　(平成23年４月１日現在)

　・浜田市　７人　　・江津市　４人
⑶職員の競争試験及び選考の状況
　職員の採用試験は行いませんでした。

⑴休暇取得日数の状況 (平均 ) （単位：日）
年次有給休暇 病気休暇 特別休暇付与日数 取得日数

20 10 2.3 5.9
※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。

⑵育児休業　取得なし
⑶介護休暇　取得なし
⑷介護休暇承認期間　取得なし
⑸営利企業等従事許可　２件

⑴研修の状況 ⑵勤務成績の評定の状況(単位：人)
研修数 受講者数 昇　給 昇　格 昇　任

25 112人 15 0 2

⑴健康診断の状況（単位：人） ⑵安全衛生管理体制の整備
健康診断 人間ドック 区　　　分 人数

11 7 安全衛生管理者 0
衛生管理者 0
安全衛生推進者 3

⑴勤務条件に関する措置要求の状況　該当なし
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし 問い合わせ先

浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎�１４６８）

平成23年度
人事行政の運営などの状況の公表

１　職員の任免及び職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

３　職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況 ４　職員の分限及び懲戒処分の状況

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況 ７　職員の福利の状況

８　職員の利益の保護の状況

５　職員の服務の状況（平成23年１月から12月末実績）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
昭
和
58
年
７
月
20
日

か
ら
23
日
に
か
け
て
未
曾
有
の
災

害
を
も
た
ら
し
た
「
山
陰
豪
雨
災

害
」
の
被
害
と
犠
牲
を
追
想
し
、

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
強
化

し
て
、
安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

あ
の
災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
子
々
孫
々
に
伝
え
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
毎
年
７
月
23
日
を
「
市

民
防
災
の
日
」
と
定
め
、
犠
牲
に

な
ら
れ
た
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
す
。

※　

防
災
行
政
無
線
で
実
施
し
ま

す
。

実
施
日　
７
月
23
日
㈪

放
送
開
始
時
刻

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

午
後
０
時
５
分
頃

三
隅午

前
７
時
頃

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
内
に
設
置
し
て
い
る
緊
急
通

報
装
置
は
、
昨
年
８
月
か
ら
運
用

を
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
機
器

を
一
新
し
、
５
月
１
日
㈫
か
ら
運

用
を
再
開
し
ま
し
た
。

・
島
根
県
立
大
学
周
辺　

７
基

・
第
一
中
学
校
周
辺　
　

２
基

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
警
察
署

（
☎
�
０
１
１
０
）

　

緊
急
通
報
装
置
を
押
す
と
警
備

会
社
に
通
報
さ
れ
、
警
備
会
社
か

ら
警
察
に
１
１
０
番
通
報
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
に
変
わ
り
ま
し
た
。

設
置
場
所

・
ゆ
め
タ
ウ
ン
周
辺　
　

１
基

対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
又
は
勤
務
す
る
人
で
、
新

た
に
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人

講
習
日　
８
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

場
所　
益
田
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

申
込
期
間

７
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
㈶
日

本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　
「
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
に

お
い
て
浜
田
市
の
条
例
を
準
用
す

る
条
例
」
第
１
条
第
２
号
（
情
報

公
開
に
関
す
る
事
項
）
及
び
同
条

第
３
号
（
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
事
項
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
度
の
各
制
度
の
運
用
状
況

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
総
務

課
（
☎
�
１
４
６
８
）

１　情報公開条例の運用状況
　⑴　開示請求
請求件数 決定区分

全部開示 部分開示 不開示
－ － － －

　⑵　不服申立て　　なし

２　個人情報保護条例の運用状況
　⑴　開示請求
請求件数 決定区分

全部開示 部分開示 不開示
８ ８ － －

　⑵　不服申立て　　なし

　

機
器
改
修
作
業
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
証
明
書
自
動
交
付
機
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

停
止
期
間

７
月
７
日
㈯
～
11
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作

業
は
委
託
業
者
が
行
い
、
取
替
え

に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。
取

替
委
託
業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着

用
）
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

７
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
田
町
・
朝
日
町
・
紺

屋
町
・
新
町
・
蛭
子
町
・
大
辻
町
・

原
町
・
黒
川
町
・
相
生
町
・
竹

迫
町
・
周
布
町
・
治
和
町
・
津

摩
町
・
西
村
町
・
内
田
町
・
上

府
町
・
国
分
町
・
久
代
町
・
宇

野
町
・
下
有
福
町
・
大
金
町
の

そ
れ
ぞ
れ
一
部

取
替
委
託
業
者

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

７
月
23
日
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

緊
急
通
報
装
置
の
運
用
を

再
開
し
ま
し
た

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

生
活
・
環
境

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況

証
明
書
自
動
交
付
機
の

一
時
停
止

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す
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○　不要な照明は消しましょう。
【節電効果５％】

○　テレビは省エネモードに設定し、画面の輝
度を下げ、つけっぱなしをやめましょう。

【節電効果２％】
○　温水洗浄便座は、温水のオフ機能・タイマー

節電機能を利用しましょう。
【節電効果１％未満】

○　ご飯は、炊飯器のタイマー機能で早朝に１
日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に保存
しましょう。　　　　　　　【節電効果２％】

○　電化製品は本体の主電源を切り、長時間使
わない機器はコンセントからプラグを抜きま
しょう。　　　　　　　　　【節電効果２％】

問い合わせ先
　本庁くらしと環境課（☎�９４２０）

取
替
地
区　
三
隅
町
の
一
部

取
替
委
託
業
者

未
定

問
い
合
わ
せ
先

市
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

ご
み
減
量
化
を
目
指
し
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
（
使
用

済
み
油
）
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

廃
食
用
油
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
と
し
て
再
生
し
、
再
利
用

さ
れ
ま
す
。

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田　
市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車

場
内
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城　
市
役
所
金
城
支
所
駐
車
場

内
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

横
旭　
旭
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
旭
セ

ン
タ
ー
横

弥
栄　
イ
ベ
ン
ト
広
場
公
用
車
車

庫
横

三
隅　
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
待
合
所
横

持
込
方
法

・
で
き
る
だ
け
天
か
す
な
ど
は
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
回
収
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
タ

ン
ク
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま

す
。
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
灯
油
な
ど

の
石
油
類
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

次
の
店
舗
で
、
市
指
定
ご
み
袋

及
び
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。

取
扱
開
始
店
舗

・
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
浜
田
熱
田

店
（
熱
田
町
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
８
月
分
の
電
気
使
用
量
が
前

年
同
月
に
比
べ
10
％
以
上
削
減
で

き
た
家
庭
に
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

熱
中
症
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
な
が
ら
、
各
家
庭
で
工
夫

し
、
楽
し
ん
で
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
削
減
で
き
る
よ
う
、
節
電
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
浜
田
市
民
で
、
家
庭
の
電
気
使

用
者
と
な
っ
て
い
る
人

・
８
月
分
の
電
気
使
用
量
を
、
前

年
同
月
と
比
べ
て
10
％
以
上
削

減
し
た
人
【
ど
ち
ら
の
使
用
量

も
電
気
使
用
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。】

対
象
検
針
票　
電
気
使
用
量
の
８

月
分
と
し
て
請
求
さ
れ
た
も
の

申
請
期
間

９
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

募
集
人
数　
先
着
４
０
０
人

景
品　
ペ
ッ
ト
プ
ラ
用
ご
み
袋

（
家
庭
用
）
１
ロ
ー
ル

申
請
方
法　
８
月
分
の
電
気
使
用

量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー

不
可
）。

※　

電
気
使
用
者
と
同
一
世
帯
の

代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

※　

削
減
率
は
、
あ
ら
か
じ
め
計

算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

公
民
館
で
は
、
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事

務
局
（
☎
�
９
４
２
０
）

　この夏、電力供給不足への対応として、中国
電力管内に、昨年夏に比べ2.5％の節電目標が
示されました。
　熱中症などに注意しながら、家庭や職場で、
できる範囲での節電に協力をお願いします。
節電期間　７月２日㈪～９月７日㈮の平日

（８月13日㈪～15日㈬を除く。）
午前９時～午後８時

☆家庭での節電メニュー

○　「すだれ」や「よしず」などで窓からの日
ざしを和らげましょう。　　【節電効果10％】

○　冷蔵庫の設定温度を「強」から「中」に変
え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、食
品を詰め込み過ぎないようにしましょう。

【節電効果２％】

廃
食
用
油
を
回
収
し
ま
す

ご
み
袋
取
扱
販
売
店
の
追
加

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

節
電
く
ら
ぶ
活
動

夏の省エネに、皆さんの協力をお願いします
夏季の省エネルギー対策についての取組
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７月分側溝消毒予定表
日 曜 実施計画
2 月 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
3 火 長沢町１
4 水 長沢町２～５・７・８
5 木 生湯町１～４
6 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
9 月 浅井町４～６
10 火 浅井町１～３、黒川町１・２
11 水 黒川町３～７
12 木 相生町１～３
13 金 相生町３・４、竹迫町
17 火 杉戸町、笠柄町
18 水 熱田町６～10
19 木 熱田町11～13
20 金 熱田町14、内田町
23 月 長浜町１～８
24 火 日脚町２～６・８・９、周布町
25 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
26 木 唐鐘１～９
27 金 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
30 月 下府町１～３・６－１、伊甘
31 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの
連絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁くらしと環境課）

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
多

い
社
会
生
活
に
お
い
て
、
犬
や
猫

な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
に
潤
い

や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
、
ま
す

ま
す
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
マ

ナ
ー
に
欠
け
た
飼
い
主
の
行
為
に

よ
り
、
た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、

犬
・
猫
な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ
け

に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、

人
と
動
物
が
と
も
に
温
か
く
幸
せ

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
層

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

公
共
の
場
で
は
、犬
は
鎖
（
綱
）

で
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
室
内
犬
も
外
に
放
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
犬
の
と
き
か
ら
、
し
つ
け
を

し
て
無
駄
吠
え
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

猫
は
閉
じ
込
め
て
飼
う
こ
と
は

で
き
な
い
・
し
て
は
い
け
な
い
と

考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
猫
の
生

活
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
室
内
で

飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
し
飼

い
に
よ
り
、
交
通
事
故
に
遭
う
猫

が
多
い
こ
と
・
猫
の
庭
な
ど
へ
の

侵
入
を
快
く
思
わ
な
い
人
が
多
い

こ
と
・
フ
ン
尿
を
さ
れ
て
と
て
も

不
衛
生
な
ど
、
困
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い

　

野
良
猫
に
一
度
餌
付
け
を
す
る

と
、
そ
の
場
所
に
住
み
着
い
て
大

繁
殖
し
ま
す
。
餌
を
与
え
る
の
な

ら
、
猫
が
増
え
な
い
よ
う
に
不
妊

去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
、
餌
場
の

掃
除
・
後
片
付
け
を
す
る
こ
と
、

猫
の
フ
ン
の
後
始
末
を
す
る
こ
と

な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
飼
っ
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
餌
付
け
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

受
付
期
間

７
月
20
日
㈮
～
８
月
２
日
㈭

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

緑
ケ
丘
住
宅
は
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
向
け
住
宅
で
、
別
に

要
件
が
あ
り
ま
す
。

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

募集住宅 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

日脚大久保住宅 日脚町 昭和60年度 １戸 17,100円～
33,600円

緑ケ丘住宅 長沢町 平成７年度 １戸 24,400円～
47,900円

家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

受
付
期
間

７
月
20
日
㈮
～
８
月
２
日
㈭

募
集
団
地

・
緑
ケ
丘
団
地

・
片
庭
団
地
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
）

・
汐
入
団
地
（
新
築
）

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
予
定
日　
９
月
中
旬

※　

間
取
り
・
入
居
条
件
や
そ
の

ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

住
宅

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
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浜
田
市
で
は
、
市
の
面
積
の
８

割
を
森
林
が
占
め
て
お
り
、
間
伐

材
な
ど
の
未
利
用
材
の
有
効
活
用

と
森
林
の
適
切
な
整
備
を
図
る
た

め
、
森
林
所
有
者
が
行
う
作
業
路

の
開
設
と
林
地
残
材
の
搬
出
を
支

援
す
る
取
組
を
開
始
し
ま
す
。

作
業
路
の
開
設

補
助
額

１
ｍ
あ
た
り
１
、
０
０
０
円

（
上
限
20
万
円
）

林
地
残
材
の
搬
出

補
助
額

１
ｔ
あ
た
り
３
、
０
０
０
円
分

の
浜
田
市
共
通
商
品
券

（
上
限
12
万
円
）

※　

山
で
安
全
に
作
業
を
行
う
た

め
の
講
習
会
の
開
催
も
予
定
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

浜
田
特
産
の
食
材
・
食
品
を
募
集

し
ま
す

　

市
で
は
、
は
ま
だ
食
の
大
使
・

三
國
清
三
シ
ェ
フ
に
よ
る
「
ミ
ク

ニ
マ
ル
シ
ェ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
浜
田
特
産
の
食
材
・

食
品
を
広
く
公
募
し
、
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
中
か
ら
三
國
シ
ェ
フ

が
認
定
し
た
食
材
・
食
品
を
市
が

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
販
路
拡
大
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

認
定
は
、
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認

定
審
査
会
を
開
催
し
、
シ
ェ
フ
本

人
と
審
査
委
員
の
審
査
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。審
査
会
当
日
に
は
、

三
國
シ
ェ
フ
か
ら
の
認
定
証
授
与

式
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

応
募
要
件　

浜
田
産
の
生
鮮
食

材
・
加
工
食
品
な
ど

申
込
締
切
日　
８
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

こ
の
事
業
は
、
市
が
「
ミ
ク

ニ
マ
ル
シ
ェ
」
に
登
録
し
た
商

品
を
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す

る
も
の
で
あ
り
、
個
別
の
商
品

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
「
三
國
ブ
ラ

ン
ド
」
を
使
用
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

経
営
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業

　

経
営
力
強
化
や
事
業
再
生
を
支

援
す
る
た
め
、経
営
の
専
門
家（
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）
を
無

料
で
派
遣
し
、
中
小
企
業
の
経
営

の
安
定
化
や
新
分
野
進
出
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。

対
象　
中
小
企
業
者
・
組
合
・
任

意
グ
ル
ー
プ
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人

⑴　

経
営
革
新
・
新
分
野
進
出
・

地
域
資
源
活
用
・
農
商
工
連
携
・

雇
用
創
出
な
ど
の
計
画
を
し
て

い
る
人

⑵　

50
歳
未
満
又
は
後
継
者
の
あ

る
人
・
女
性
経
営
者

⑶　

新
規
起
業
・
創
業
以
降
５
年

以
内
の
企
業

⑷　

債
務
超
過
・
２
期
連
続
欠
損
・

借
入
金
残
高
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
10
倍
を
超
え
る
な
ど
、

経
営
状
況
が
厳
し
い
中
小
企
業

者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定　
申
込
者

と
実
施
機
関
が
相
談
の
上
、
決

定
し
ま
す
（
申
込
者
が
指
定
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

派
遣
回
数　
１
社
３
回
ま
で
（
１

回
あ
た
り
４
時
間
程
度
。
た
だ

し
、
事
業
再
生
に
係
る
も
の
は

５
回
ま
で
）

費
用
負
担　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

に
必
要
な
謝
金
・
旅
費
は
、
規

定
の
範
囲
内
で
支
援
団
体
が
負

担
し
ま
す
。

※　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業

相
談
所
（
☎
�
３
０
２
５
）

・
石
央
商
工
会
本
所

（
☎
�
０
０
７
０
）

・
島
根
県
商
工
会
連
合
会
石
見
支

所
（
☎
�
３
５
９
０
）

　

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
で
は
、

浜
田
市
の
各
地
域
の
特
産
品
、
加

工
技
術
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
浜
田

の
商
品
を
掲
載
し
た
「
し
ま
ね
浜

田
の
商
品
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
ま

す
。

　

今
年
は
、
食
だ
け
で
な
く
民
芸

品
・
工
芸
品
な
ど
の
商
品
も
募
集

し
ま
す
。
こ
の
冊
子
を
用
い
て
、

当
機
構
と
つ
な
が
り
の
あ
る
バ
イ

ヤ
ー
（
県
内
・
山
陽
・
関
東
・
関

西
）へ
積
極
的
に
商
品
を
紹
介
し
、

企
業
の
販
路
拡
大
・
売
上
げ
増
加

を
図
り
、
地
域
経
済
の
振
興
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業　
市
内
の
企
業（
個
人
・

法
人
）

対
象
商
品　
浜
田
の
食
と
民
工
芸

品
な
ど
に
関
す
る
商
品

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
８
７
１
７
）

Em
ail:sangyou-shinkou@

city.
ham

ada.shim
ane.jp

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

産
業
・
地
域
活
性
化

林
地
残
材
の
有
効
活
用
を

推
進
し
ま
す

は
ま
だ
食
の
大
使

三
國
清
三
シ
ェ
フ
よ
る

「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」

経
営
の
専
門
家
を

派
遣
し
ま
す

「
し
ま
ね
浜
田
の
商
品
リ
ス
ト
」

へ
の
掲
載
企
業
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
国
の

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

を
活
用
し
て
、
次
の
と
お
り
施
設

整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
施
設
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

小
・
中
学
校
の
保
健
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
（
小
学
校
７
校
・

中
学
校
５
校
）

三
隅
図
書
館
整
備
事
業

三
隅
図
書
館
整
備
に
係
る
実
施

設
計
委
託

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念

の
“
西
の
玄
関
イ
ベ
ン
ト
”
神
話

サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
が
夏

休
み
期
間
中
の
約
１
か
月
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ク
ア
ス
の
敷
地
に
巨
大
な
砂

像
が
出
現
！
毎
週
末
に
は
石
見
神

楽
の
上
演
や
出
店
・
宝
探
し
大
会

や
ト
ラ
ッ
ク
市
な
ど
、
楽
し
い
催

し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

７
月
28
日
㈯
～
８
月
26
日
㈰

場
所　
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

※　

今
後
の
予
定
な
ど
詳
し
く
は
、

神
話
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.facebook.com

/
shinw

a.sandfesta

神
話
博
し
ま
ね

　

神
々
の
国
し
ま
ね
実
行
委
員
会

で
は
、
古
事
記
編
纂
か
ら
１
３
０

０
年
と
な
る
今
年
、
シ
ン
ボ
ル
イ

ベ
ン
ト
「
神
話
博
し
ま
ね
」
を
７

月
21
日
㈯
か
ら
11
月
11
日
㈰
ま
で
、

出
雲
大
社
周
辺
を
主
会
場
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　
「
神
話
博
し
ま
ね
」
は
、
島
根

県
内
各
地
の
魅
力
を
体
感
す
る
た

め
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
で
す
。

国
内
最
大
級
の
ア
ー
ク
型
超
ワ
イ

ド
ス
ク
リ
ー
ン
で
神
話
の
物
語
を

お
伝
え
す
る
「
神
話
映
像
館
」、

銅
剣
や
銅
鐸
・
古
代
出
雲
大
社
本

殿
の
復
元
模
型
の
展
示
や
様
々
な

企
画
展
を
行
う
古
代
出
雲
歴
史
博

物
館
、
島
根
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
の

ス
テ
ー
ジ
を
毎
日
上
演
す
る
「
魅

力
発
信
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
詳
し
く
は
、『
フ
ォ

ト
し
ま
ね
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
振
興
課

（
☎
�
９
５
３
１
）

国
民
健
康
保
険
料

　

リ
ス
ト
ラ
や
事
業
不
振
な
ど
に

よ
り
、
本
年
（
平
成
24
年
）
中
の

所
得
が
前
年
（
平
成
23
年
）
中
の

所
得
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
る
場

合
、
所
得
の
減
少
率
に
応
じ
て
保

険
料
の
一
部
を
減
免
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
場
合
、
23
歳
未
満
の
人
の
均
等

割
額
を
全
額
減
額
し
ま
す
。
こ
の

減
免
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
見
込

ま
れ
る
世
帯
に
、
７
月
下
旬
に
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

市
民
税
県
民
税

　

疾
病
・
失
業
・
廃
業
・
事
業
の

不
振
な
ど
が
原
因
で
生
活
が
困
窮

し
、
納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
申
請
に
よ

り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童

又
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
）
を
監
護
す
る
父
又
は
母
、
若

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人（
養
育
者
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

た
だ
し
、
支
給
対
象
者
が
老

齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
、
父
又
は
母
が
事
実
上
婚

姻
関
係
に
あ
る
場
合
な
ど
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め

る
も
の

支
給
月
額

児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
１
、
４
３
０
円

一
部
支
給　

９
、
７
８
０
円
～

４
１
、
４
２
０
円

児
童
２
人
以
上
の
場
合

第
２
子　

５
、
０
０
０
円
加
算

第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
、
０
０
０
円
加
算

※　

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の

所
得
額
に
よ
っ
て
異
な
り
、
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用

の
見
直
し
と
の
関
係

　

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
で
定
め
る
障
が
い
（
国

民
年
金
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
１

級
相
当
）の
状
態
に
あ
る
場
合
は
、

配
偶
者
へ
の
児
童
扶
養
手
当
の
金

額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
で

平
成
23
年
度
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業
の
報
告

神
話
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２

税
務
・
納
税

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

子
育
て

ご
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
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コラムコラム子 育 て

金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
母
子
世
帯
や
父
子
世

帯
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
８
月
２
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

７
月
19
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

養
育
費
を
あ
き
ら
め
て
は
い
ま
せ

ん
か

　

養
育
費
を
受
け
取
る
こ
と
は
、

大
切
な
子
ど
も
の
た
め
で
す
。
子

ど
も
の
た
め
に
養
育
費
を
受
け
取

る
の
は
あ
な
た
の
権
利
で
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
会
議
室
１

講
師　
山
田
明
弘
さ
ん
（
法
テ
ラ

ス
浜
田
法
律
事
務
所
弁
護
士
）

定
員　
20
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
27
日
㈮

申
込
方
法　
郵
送
又
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
母
子
会
連
合
会
【
〒
６

９
０
‐
０
０
１
１　

松
江
市
東

津
田
町
１
７
４
１
‐
３
（
☎
０

８
５
２
�
５
９
２
０
・
▢FAX
０
８

５
２
�
５
９
２
１
）】

　皆さん、子どもの紫外線対策はどうして
いますか。一昔前までは「日焼けした真っ
黒な肌の子どもは健康的だ」と思われてい
ましたが、今では紫外線による子どもへの
影響が懸念される時代になりました。
　子どもは細胞分裂が激しく、成長が盛ん
な時期であり、大人より環境に対して敏感
です。一生のうちに浴びる紫外線の大半は
18歳までに浴びるといわれています。子ど
も時代に浴びた紫外線量が、大人になった
ときに肌のしみ・しわの原因になるだけで
なく、皮膚がんや眼へのダメージ（特に白
内障）のリスクを高めるといわれています。
　では、子どもを紫外線から守るためには
どのようなことに注意したらよいのでしょ
うか。

子どもを紫外線から守るために気を付けたいこと
○　帽子をかぶる、上着を着せる、半そで（短パン）

を５分・７分そで（丈）にするなどして物理的に
紫外線を浴びるのを防ぎましょう。紫外線を透過
させにくいといわれる黒など色の濃いものを身に
着けるのが効果的です。

○　紫外線の強い時間帯の外出を避けましょう。紫
外線量がピークになるのは午前10時から午後３時
くらいといわれます。

○　日陰を利用しましょう。紫外線が強い時間帯に
屋外へ出る場合は特に注意が必要です。日陰では
50％程度紫外線を防ぐことができるといわれてい
ます。

○　子ども用の日焼け止めを使いましょう。大人用
の日焼け止めは、子どもの肌には刺激が強い場合
があります。子ども用で、石けんで洗い流せるタ
イプのものを使いましょう。初めて使う場合は少
量使用して、皮膚に異常が出ないか確認してから
使いましょう。汗をかいたときなど、こまめに塗
り直してあげると効果的です。

できることから始めて、子どもを紫外線から守りま
しょう！

（三隅支所市民福祉課）

※　次回８月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

養
育
費
取
得
の
た
め
の

講
習
会

子どもの紫外線対策
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対象　65歳以上
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票
・『広報はまだ』４月号に併せて配布した
「平成24年度各種健（検）診日程表」に
掲載しています。

・市役所本庁１階地域医療対策課⑩番窓口
及び各支所市民福祉課・各公民館及び分
館にもあります。

・市ホームページからダウンロードもでき
ます。

・検診会場にも用意しています。

※　撮影票に必要事項を記入の上、検診会場に持参
してください。

※　精密検査が必要な人には、１か月後くらいに通
知します。通知がない人は「異常なし」です。

※　検診はどこの場所で受けてもかまいません。
※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう
な服装で受診してください。

※　健康手帳のある人は持参してください。

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

平成24年度結核レントゲン検診日程表
【　浜　田　】

日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

７
月
23
日
㈪

9:00～ 9:15 松本克己様宅前（内田町）

８
月
７
日
㈫

9:00～ 9:10 後野８町内公民館

８
月
９
日
㈭

9:00～ 9:15 福井集会所
9:25～ 9:45 美川公民館 9:25～ 9:35 後野４町内公民館 9:30～ 9:40 小福井団地集会所
10:05～10:15 一の瀬集会所 9:50～10:00 佐野小学校 9:55～10:20 石原集会所
10:25～10:35 草森勝美様宅前（鍋石町） 10:15～10:35 石見公民館宇津井分館 10:35～11:00 柴田畳店前
13:00～13:15 櫟田原公民館 11:00～11:10 河内集会所 11:15～11:30 長浜公民館
13:35～13:45 田橋上町内集会所 11:30～11:50 靴のまつむら駐車場 11:45～12:00 長浜商港会館
13:55～14:05 美川公民館西分館 13:00～13:20 浜田ビューティーカレッジ 13:30～13:50 日脚児童館
14:20～14:30 横山老人肉用牛センター 13:30～13:50 緑ケ丘相談室 14:00～14:30 周布公民館

14:45～14:55 三浦和人様宅前
（内村町牛谷公民館横）

14:10～14:30 ラ・ペアーレ浜田

８
月
17
日
㈮

9:00～ 9:30 俵薬局前（蛭子町）

14:45～15:00 県営住宅黒川団地
４の３町内集会所

9:45～10:00 瀬戸見文化センター
15:10～15:20 門田地区公民館 10:20～10:40 紺屋町ふれあい広場
15:30～15:40 ＪＦしまね浜田支所津摩出張所 15:15～15:30 中山工務店駐車場 11:00～11:15 再会駐車場
16:00～16:15 陽光台集会所

８
月
８
日
㈬

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館 11:30～11:45 田中実酒店横（朝日町）
16:30～16:45 大麻公民館 9:20～ 9:30 石見公民館長見分館 13:15～13:50 医師会館

７
月
25
日
㈬

9:00～ 9:20 下有福研修センター 10:00～10:10 西岡公民館 14:00～14:15 市役所本庁
9:30～ 9:40 大峠口バス停前（大金町） 10:20～10:30 石見公民館細谷分館 14:30～15:00 浜田保健所
9:50～10:15 順興寺前 10:45～10:55 三階町東岡公民館 15:15～15:30 環境保健公社

（旧成人病センター奥）10:25～10:45 ＪＡいわみ上府支所 11:10～11:20 三階町５町内公民館
10:55～11:10 フレンズスーパー前 13:00～13:10 野原２町内公民館

８
月
29
日
㈬

9:00～ 9:10 めさまし食堂看板前
13:00～13:20 久代公民館 13:20～13:30 市総合福祉センター 9:20～ 9:30 生湯町３町内公民館
13:40～13:50 国分自治会館 13:40～13:50 竹迫４町内集会所 9:40～ 9:55 生湯町４町内会集会所
14:10～14:40 国府公民館 14:10～14:25 浜田浄化センター前 10:05～10:25 二反田団地集会所
14:50～15:20 ＪＦしまね浜田支所国府出張所 14:40～14:45 クボタ牛乳前 10:35～10:55 長沢２町内児童館
15:40～16:00 佐々木米穀店前（下府町） 15:10～15:20 笠柄３町内集会所 11:05～11:15 ホワイト急便神在坂店前

15:40～16:30 石見公民館 11:30～11:45 秋田哲男様宅前（桜ケ丘団地）

【　金　城　】 【　旭　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

７
月
24
日
㈫

9:00～ 9:10 カットサロン勝美前 ８
月
２
日
㈭

11:30～11:45 波佐公民館（ときわ会館）
８
月
20
日
㈪

9:00～ 9:10 丸原寺廻り集会所
9:20～ 9:30 東下久佐集会所 13:15～13:25 柚根集荷場前 9:20～ 9:30 丸原センター
9:40～ 9:50 旧ＪＡ久佐事業所 13:35～13:45 横山義孝様宅前 9:45～ 9:55 しろつの生活センター

10:00～10:10 河野信子様宅前 13:55～14:05 小国公民館（おぐに会館） 10:10～10:20 木田生活改善センター
10:20～10:30 浄光寺谷バス回転場 14:25～14:35 みどりかいかん 10:40～10:50 重富生活改善センター
10:40～10:50 久佐公民館（くざ会館）

８
月
３
日
㈮

9:00～ 9:15 今福公民館（ふれあい会館） 11:10～11:20 和田生活改善センター
11:00～11:15 上長屋集会所 9:25～ 9:35 二タ村集会所 11:40～12:00 旭保健センター
11:25～11:35 上組集会所 9:45～ 9:55 皆合集会所

８
月
21
日
㈫

9:00～ 9:10 本郷生活改善センター
11:45～11:55 大谷集会所 10:10～10:20 追原郷集会所 9:25～ 9:35 戸川生活改善センター
13:00～13:10 かたらいの家 10:30～10:40 大元集会所 9:50～10:00 岩畳生活改善センター
13:20～13:30 青原集会所 10:50～11:00 福原集会所 10:15～10:30 越木多目的集会所
13:40～13:50 伊木集会所 11:15～11:25 植松集会所 10:50～11:00 来尾集会所
14:00～14:20 小笹集会所 11:35～11:45 新原集会所 11:20～11:40 早水生活改善センター
14:30～14:40 新開集会所 13:00～13:10 美又国民保養センター 13:00～13:10 東都川集会所

８
月
２
日
㈭

9:30～ 9:40 ドライブイン山女前 13:20～13:30 越沢集会所 13:20～13:30 都川高齢者活動促進センター
9:45～ 9:55 三葉寮前 13:40～13:50 入野集会所 13:40～13:50 西都川集会所
10:10～10:20 若生まなびや館下 14:00～14:10 岩崎隆行様宅前 14:10～14:20 坂本構造改善センター
10:30～10:40 亀谷原消防詰所 14:20～14:30 山田稔明様宅前
10:45～10:55 栄和機工前 14:40～14:50 金田会館
11:05～11:20 長田消防詰所 15:00～15:10 よりあい会館

健
康
・
福
祉

結核レントゲン検診が始まります
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【　弥　栄　】 
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

８
月
22
日
㈬

9:00～ 9:30 老人福祉センター ８
月
22
日
㈬

14:25～14:35 横谷集会所

８
月
23
日
㈭

10:50～11:00 程原下集会所
9:40～ 9:50 大斉集会所 14:45～15:00 小角集会所 11:15～11:35 弥栄会館
10:00～10:10 野坂旧消防車庫前 15:10～15:25 交流センターかどた 13:10～13:40 西の郷ライスセンター
10:20～10:35 野坂集会所 15:35～15:45 日高集会所 14:00～14:10 小熊集会所
10:45～11:00 六歩谷集会所 15:55～16:05 青尾集会所 14:20～14:30 下田野原集会所
11:10～11:25 金岡集会所 ８

月
23
日
㈭

9:00～ 9:10 畑集会所 14:40～14:50 上田野原集会所
11:35～11:45 高内精米所 9:20～ 9:30 山賀集会所 15:05～15:15 熊の山集会所
13:00～13:20 弥栄会館 9:40～10:00 小坂集会所 15:25～15:35 谷集会所
13:30～13:45 稲代集会所 10:05～10:15 西河内集会所 15:45～16:00 老人福祉センター
13:55～14:10 大坪センター 10:30～10:40 程原上集会所

【　三　隅　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

８
月
24
日
㈮

8:30～ 8:50 松原集会所

８
月
27
日
㈪

8:30～ 8:45 芦谷集会所
８
月
28
日
㈫

10:35～10:50 ゆうひパーク三隅
9:10～ 9:30 岡見駅舎 9:00～ 9:20 みのり会館 11:00～11:30 市役所三隅支所
9:40～10:20 岡見公民館 9:35～10:00 小原集会所 13:00～13:30 中組集会所
10:30～10:45 西の谷集会所 10:30～10:50 大谷八幡宮下 13:40～14:10 古湊漁村センター
10:55～11:10 床並ゲートボール場前 11:10～11:30 市場集会所 14:20～14:50 三保公民館
13:00～13:10 的野集会所 13:00～13:20 東平原上集会所 15:05～15:20 河内集会所
13:25～13:40 黒沢集会所 13:40～13:55 下室谷集会所 15:30～15:45 三隅保健センター
13:50～14:00 井川集会所 14:10～14:25 上室谷集会所
14:15～14:25 上古和集会所 14:35～14:50 中田常男様宅前
14:40～15:00 黒沢公民館 28

日
㈫

8:30～ 9:20 海石集会所
15:10～15:25 矢原八幡宮下 9:30～10:00 谷集会所
15:30～15:50 矢原集会所 10:10～10:25 今浦集会所

　８月以降のがん検診日程については、「平成24年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診する
ことができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先
が異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成25年２月27日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

浜
田

７月５日㈭ 9:00～11：30 石見公民館13：00～15：00

７月６日㈮ 9：00～11：30 浜田保健所13：00～15：00

金
城

７月10日㈫ 9：00～11：30 美又公民館（みまた会館）
13：30～15：00 久佐公民館（くざ会館）

７月11日㈬ 9：00～11：30 波佐公民館（ときわ会館）
13：30～15：00 小国公民館（おぐに会館）

７月12日㈭ 9：00～11：30 今福公民館（ふれあい会館）
13：30～15:00 みどりかいかん

旭７月20日㈮ 9：00～11：30 木田生活改善センター
13：30～15：00 重富生活改善センター

弥
栄７月18日㈬ 9：00～11：30 老人福祉センター

13：00～15：00 弥栄会館

三
隅

７月19日㈭ 9：00～11：00 黒沢公民館
13：00～15：00 白砂公民館

７月30日㈪ 13：30～18：30 三隅保健センター

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

浜
田７月９日㈪ 8：30～10：00 浜田保健所

13:30～14：00 石見公民館長見分館
弥
栄７月26日㈭ 8：00～　9：00 老人福祉センター

9：30～10：30 弥栄会館
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳までの女性
実施期間　７月２日㈪～平成25年２月28日㈭
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。

７月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

骨
髄
な
ど
（
骨
髄
及
び
末
梢
血

幹
細
胞
）
を
提
供
す
る
人
に
対
し

て
助
成
金
を
交
付
し
、
提
供
者
の

負
担
軽
減
と
骨
髄
な
ど
の
移
植
の

推
進
を
目
的
と
し
て
、
浜
田
市
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事
業
を
創

設
し
ま
し
た
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

⑵　

骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人

⑶　

㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団
が
実

施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
ド

ナ
ー
登
録
し
て
い
る
人

助
成
金
額　
骨
髄
な
ど
の
提
供
に

係
る
通
院
又
は
入
院
の
日
数
１

日
あ
た
り
２
万
円
（
骨
髄
な
ど

の
提
供
１
回
に
つ
き
、
14
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。）

※　

通
院
又
は
入
院
の
日
数
は
、

次
に
掲
げ
る
日
数
の
合
計
日
数

と
し
ま
す
。

⑴　

健
康
診
断
の
た
め
の
通
院
の

日
数

⑵　

自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院

の
日
数

⑶　

骨
髄
な
ど
の
採
取
の
た
め
の

入
院
の
日
数

⑷　

そ
の
ほ
か
、
骨
髄
な
ど
の
提

供
に
関
し
、
㈶
骨
髄
移
植
推
進

財
団
又
は
医
療
機
関
が
必
要
と

認
め
る
通
院
又
は
入
院
の
日
数

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
課
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

　

浜
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推

進
会
議
で
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ

れ
る
方
法
で
、
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
・
江
津
市
に
所
在

す
る
事
業
所

募
集
期
間

７
月
２
日
㈪
～
８
月
31
日
㈮

※　

審
査
の
結
果
、表
彰
し
賞
状
・

副
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推

進
会
議
事
務
局
・
浜
田
保
健
所

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
５
５
５
１
）

看
護
師
特
別
資
金

対
象　
県
外
の
看
護
師
養
成
施
設

の
最
終
学
年
又
は
最
終
学
年
の

１
学
年
前
の
学
年
に
在
学
し
て

い
る
看
護
学
生

募
集
人
数　
50
人

貸
与
額　
年
額
60
万
円

募
集
締
切
日　
７
月
20
日
㈮

助
産
師
特
別
資
金

対
象　
助
産
師
養
成
施
設
の
最
終

学
年
に
在
学
し
て
い
る
看
護
学

生
募
集
人
数　
15
人

貸
与
額　
年
額
１
２
０
万
円

募
集
締
切
日　
７
月
20
日
㈮

※　

貸
与
期
間
は
、
い
ず
れ
も
平

成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

※　

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
看
護
職

情
報
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shim

a-kango.net/

問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
２
�
６
２
７
７
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
０
４
０
）

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
は
全
て
の
人
の
望
み
で
す
。

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、

取
締
り
を
強
化
し
て
、
あ
や
ま
ち

を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も

必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立

ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会

で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯

罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ

な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る

こ
と
も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。

　
「
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
」「
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え

て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
」。
そ

の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
で
62
回
目
を
迎
え
る
“
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
”
～
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
は
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
参

加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感

じ
、
学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を

深
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の

も
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

生
涯
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
高
齢

者
を
募
集
し
ま
す

　

全
国
に
先
ん
じ
て
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
島
根
県
で
は
、「
健
康

長
寿
日
本
一
」
を
目
指
し
て
健
康

で
明
る
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
社
会
づ
く
り
、
県
民
と

の
協
働
に
よ
る
生
涯
現
役
社
会
づ

く
り
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
75
歳

を
過
ぎ
て
も
元
気
な
高
齢
者
へ
、

県
知
事
か
ら
「
生
涯
現
役
証
」
を

贈
り
ま
す
。

対
象　
県
内
在
住
の
満
75
歳
以
上

（
申
請
日
現
在
）
の
人
で
、
農

林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
を
し

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援

事
業
の
創
設

事
業
所
の
健
康
づ
く
り
活
動

の
取
組
を
募
集
し
ま
す

島
根
県
看
護
学
生
修
学
資
金

貸
与
生
の
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間

75
歳
以
上
の
生
涯
現
役
で
活
躍

し
て
い
る
人
へ「
生
涯
現
役
証
」

を
交
付
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

て
い
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
文

化
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
人

※　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

内
容　
認
定
さ
れ
た
人
に
「
生
涯

現
役
証
」
を
贈
り
ま
す
。

特
典　
県
内
の
協
賛
施
設
（
指
定

の
温
泉
施
設
）
で
生
涯
現
役
証

を
提
示
す
る
と
、
料
金
割
引
な

ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

応
募
期
間　
随
時
受
付

応
募
方
法　
交
付
申
請
書
（
本
庁

高
齢
障
が
い
課
・
各
支
所
市
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
【
〒
６
９
０

‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１

番
地
（
☎
０
８
５
２
�
６
６
９

６
・
▢FAX
０
８
５
２
�
５
２
３

８
）】

　

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
人
、

又
は
重
度
の
後
遺
障
が
い
に
な
っ

た
人
の
子
ど
も
（
０
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
）
に
対
し
、
無
利
子
で
育

成
資
金
の
貸
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て

脳
・
脊
髄
又
は
胸
腹
部
臓
器
に
損

傷
を
受
け
、
重
度
の
後
遺
障
が
い

を
残
し
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
へ
介
護
料
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

貸
付
申
込
者　
生
活
状
況
が
困
窮

し
て
い
る
世
帯
で
、
子
ど
も
を

扶
養
し
て
い
る
保
護
者

貸
付
金
額

・
一
時
金　

１
５
５
、
０
０
０
円

・
貸
付
期
間
中

毎
月
２
０
、
０
０
０
円

・
希
望
に
よ
り
小
中
学
校
入
学
時

入
学
支
度
金
４
４
、
０
０
０
円

貸
付
期
間　
貸
付
け
が
決
定
し
た

月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
方
法　
月
賦
又
は
月
賦
・
半

年
賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内
で

の
均
等
払

※　

た
だ
し
、
高
校
・
大
学
な
ど

へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中
は

返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

重
度
後
遺
障
が
い
者
介
護
料
支
給

受
給
資
格
者

⑴　

自
賠
責
保
険
な
ど
に
お
い
て
、

後
遺
障
が
い
等
級
が
認
定
さ
れ

て
い
る
人

⑵　

自
賠
責
保
険
な
ど
に
よ
る
後

遺
障
が
い
等
級
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
で
、
⑴
と
同
程
度

の
障
が
い
を
受
け
た
と
認
め
ら

れ
る
人
又
は
事
故
後
18
か
月
以

上
が
経
過
し
、
症
状
が
固
定
し

た
と
認
め
ら
れ
る
人

⑶　

最
重
度
後
遺
障
が
い
（
特
Ⅰ

種
受
給
資
格
）
に
該
当
す
る
人

⑷　

高
次
脳
機
能
障
が
い
を
評
価

し
た
介
護
料
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
た
人

申
請
者　

重
度
後
遺
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
本
人
又
は
家
族

介
護
料　
月
額
２
９
、
２
９
０
円

～
１
３
６
、
８
８
０
円
の
範
囲

で
症
状
に
応
じ
て
支
給

支
給
期
間　
申
請
書
類
を
受
理
し

た
月
か
ら
介
護
料
を
支
給
す
る

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で

※　

受
給
資
格
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
島
根

支
所
（
☎
０
８
５
２
�
４
８
８

０
・
▢FAX
０
８
５
２
�
４
８
８
７
）

http://w
w
w
.nasva.go.jp/

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
で
は
、
平
成
24
年
度
奨
学
生
の

募
集
と
平
成
25
年
度
奨
学
生
の
予

約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
保
護
者
な
ど
が
自
動

車
や
バ
イ
ク
の
事
故
な
ど
、
道

路
に
お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
り
、
重
い
後
遺
障
が
い
の

た
め
に
働
け
ず
、
経
済
的
に
修

学
が
困
難
な
生
徒
・
学
生
（
申

込
時
29
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類　
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
・
大
学
・
短
期
大

学
・
大
学
院
・
専
修
学
校
・
各

種
学
校

※　

ほ
か
の
奨
学
金
制
度
と
併
せ

て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
一
世
帯
・
同
一
学
校

か
ら
何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
本

会
の
休
業
日
を
除
く
。）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
【
〒
１
０
２
‐
０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
‐

６
‐
１
平
河
町
ビ
ル
３
階
（
☎

０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３
・

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
‐

５
２
１
２
８
６
）】

http://w
w
w
.kotsuiji.com

/

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
し
た
「
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
」・「
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
」
の
人
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
を
除
く
。）
に
対
し
て
、

そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
25
年
３
月
31
日
㈰（
必
着
）

請
求
用
紙
の
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
１
階
⑦
番
窓
口
）
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室
業
務
担
当
【
〒
１
０
０
‐
８

９
２
６　

東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
２
‐
１
‐
２　

中
央
合
同

庁
舎
２
号
館
８
階
（
☎
０
３
‐

５
２
５
３
‐
５
１
８
２
）】

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
・

重
度
後
遺
障
が
い
者
介
護
料
の

支
給
制
度

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集

戦
地
な
ど
で
従
事
さ
れ
た

看
護
婦
に
内
閣
総
理
大
臣

の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
介
護

が
必
要
と
な
り
、
要
介
護
認
定
を

受
け
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、

保
険
者
（
浜
田
地
区
広
域
行
政
組

合
）
の
負
担
す
る
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
費
用
を
加
害
者
（
第
三
者
）

に
請
求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
、
保
険
者
が

一
時
的
に
立
替
え
を
す
る
た
め
、

通
常
ど
お
り
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
が
、
後
日
、
保

険
者
が
加
害
者
に
そ
の
費
用
を
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

被
害
者
と
加
害
者
が
示
談
を
結

ん
で
し
ま
う
と
、
示
談
金
の
価
額

が
限
度
と
な
り
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
請
求
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
す

る
前
に
は
、
必
ず
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　国民健康保険加入者の医療機関で支払う医療費は、下表の自己負担限度額までとなり
ます。ただし、医療機関の窓口で保険証のほかに、「国民健康保険限度額適用認定証」
の提示が必要となりますので、事前に申請してください。
　平成24年４月１日から医療機関が限度額適用認定証を確認すれば、限度額を超える分
を窓口で支払う必要はなくなりました。限度額の適用は１医療機関ごとです。

（注１）
上位所得者世帯　国民健康保険料の算定基礎となる基礎控除
後の総所得金額が600万円を越える世帯

市民税課税世帯　上位所得者世帯を除き、同じ世帯の国保加
入者（世帯主を含む。）のいずれかに市民税課税者がいる
世帯

市民税非課税世帯　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）
全員が市民税非課税者となる世帯

※　７月31日㈫までに認定を受けている人が、８月から引き続き認定を受ける
ためには、再度申請が必要です。

申請・問い合わせ先　本庁医療保険課国保係（☎�９４１０）

　入院したときには、医療費とは別に食事
代が必要になりますが、70歳未満の市民税
非課税世帯（Ｃ）及び70歳以上75歳未満の
低所得者Ⅰ・Ⅱに該当する人は、１食あた
り260円の食事代が次のとおり減額されま
す。

　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全員が市民税非
課税の人に限り、申請により「国民健康保険限度額適用・標
準負担額減額認定証」が交付されます。
（注２）
低所得者Ⅱ　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全員
が市民税非課税の人

低所得者Ⅰ　低所得者Ⅱのうち、その国保加入者（世帯主を
含む。）全員の所得が一定基準額以下の人

療養病床に入院したときの食費・居住費
　療養病床に入院している65歳以上の人
は、１食あたり460円の食事代が次のとお
り減額されます。また、居住費として１日
あたり320円の負担があります。

申請に必要なもの　保険証・印鑑

70歳未満の人

所得区分(注１) ３回目までの限度額 ４回目以降
の限度額

上位所得者世帯(Ａ) 150,000円＋
(総医療費－500,000円)×１％ 83,400円

市民税課税世帯(Ｂ) 80,100円＋
(総医療費－267,000円)×１％ 44,400円

市民税非課税世帯(Ｃ) 35,400円 24,600円

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く。）

所得区分（注２） 自己負担限度額
外来（個人ごと） （外来＋入院）

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

70歳未満の人

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

市民税非課税
世帯（Ｃ）

90日以下 210円
91日以上 160円

70歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く。）

所得区分 過去１年 
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

65歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く。）

所得区分 食費（１食につき）
市民税非課税世帯(Ｃ)

低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

保
険
・
医
療
・
年
金

第
三
者
行
為（
交
通
事
故
な
ど
）

に
よ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

国民健康保険加入者の窓口負担

医療費自己負担限度額（月額） 入院した場合の食事代
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象

者
（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
）
に
対
し
て
医
療
費

（
自
己
負
担
分
）
を
助
成
す
る
こ

と
で
、
健
康
の
保
持
と
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

⑴　

65
歳
以
上
で
、
引
き
続
き
３

か
月
以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態

で
他
人
の
介
護
が
必
要
な
人

（
助
成
期
間
は
１
年
限
り
）

⑵　

重
度
知
的
障
が
い
者
（
療
育

手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人
）

⑶　

重
度
身
体
障
が
い
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
を

持
っ
て
い
る
人
）

⑷　

重
複
重
度
障
が
い
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
Ｉ
Ｑ
50
以

下
と
診
断
さ
れ
た
人
）

⑸　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
【
18
歳

未
満
又
は
高
校
３
年
生
修
了
ま

で
の
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
養

育
す
る
配
偶
者
の
な
い
人
及
び

児
童
】

※　

⑴
～
⑷
の
20
歳
以
上
の
人
は

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※　

⑸
は
前
年
分
の
所
得
税
（
扶

養
控
除
は
、
平
成
22
年
中
の
所

得
税
の
計
算
の
と
お
り
の
額
を

適
用
し
て
再
計
算
し
た
も
の
）

が
非
課
税
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

※　

所
得
審
査
の
対
象
と
な
る
年

は
、
毎
年
７
月
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。
前
年
中
の
所
得
額
な
ど

が
要
件
を
満
た
さ
ず
、
福
祉
医

療
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
場

合
は
、
翌
年
７
月
以
降
、
新
規

の
申
請
を
し
、
要
件
を
満
た
せ

ば
福
祉
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自
己
負
担
額

　

対
象
者
の
自
己
負
担
割
合
が

「
医
療
費
の
１
割
」に
な
り
ま
す
。

「
薬
局
」
で
は
、
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

有
効
期
間

　

原
則
と
し
て
１
年
で
す
（
何
ら

か
の
喪
失
事
由
該
当
の
場
合
な
ど

例
外
が
あ
り
ま
す
）。

　

毎
年
10
月
１
日
が
更
新
日
で
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
場
合
は

手
続
が
必
要
で
す
。

※　

８
月
中
旬
に
更
新
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

１か月あたりの自己負担額の上限
区分 入院 外来

市民税
課税世帯

30,000円
（県制度40,200円）

9,000円
（県制度12,000円）

市民税
非課税世帯

4,000円
（県制度7,500円）

2,000円
（県制度4,000円）

20歳未満の
障がい児（者） 2,000円 1,000円
※　島根県の助成制度に加え、市が上乗せ助成を
します。

※　市外の医療機関などで、市の負担上限額を超
えて医療費を支払った場合は、助成申請により
払戻しをします。

　

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る

被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

７
月
31
日
㈫
ま
で
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
８
月
１
日
㈬
か
ら
使
用

す
る
被
保
険
者
証（
ク
リ
ー
ム
色
）

は
、
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
中
の
所
得
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
負
担
す

る
割
合
が
、
８
月
か
ら
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
負
担

割
合
（「
１
割
」
又
は
「
３
割
」）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
現
役
並
み
所
得
者

に
該
当
す
る
人
は
３
割
負
担
に
な

り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
に
、「
一
部
負
担
金
の
割

合
」
と
し
て
、「
１
割
」
又
は
「
３

割
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
１
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が
現
役
並

み
所
得
者
と
な
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
は
「
３
割
」
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
に
よ
り
「
１
割
」

負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
該

当
者
に
は
、
案
内
を
し
ま
す
）。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
中
の
所
得
額
な
ど
の

確
定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成

24
年
度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

納
付
方
法

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
と
普

通
徴
収（
納
付
書
及
び
口
座
振
替
）

の
２
種
類
あ
り
、
特
別
徴
収
は
、

申
請
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
納
付
す
る
保
険
料
の
総
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
）。

※　

既
に
手
続
を
し
た
人
は
、
改

め
て
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

変
更
の
手
続

⑴　

市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変

更
の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼

の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
人
が

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所

得
税
や
住
民
税
が
減
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た
場

合
や
外
来
で
高
額
な
治
療
を
受
け

た
場
合
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
申
請
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域
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保
険
・
医
療
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金

教
育
・
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ス
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ー
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生
活
・
環
境

住　
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

該
当
す
る
人
は
、
認
定
証
の
申

請
手
続
が
で
き
ま
す
。
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
、
毎
年

８
月
に
更
新
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
７
月
末
ま
で
が
有
効
期
間

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

国
民
年
金
基
金
と
は
？

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
老
齢
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
を
す
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人
は
？

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業

な
ど
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※　

加
入
は
任
意
で
す
が
、
加
入

後
は
自
分
の
都
合
で
任
意
に
脱

退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を
納

付
し
て
い
る
人
が
基
金
に
加
入

し
た
場
合
、
付
加
年
金
の
納
付

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は
？

　

掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
・
性

別
・
選
択
す
る
給
付
の
型
と
口
数

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

・
掛
金
の
上
限
は
、
月
額
６
万
８

千
円
で
す
。

・
掛
金
の
払
込
期
間
は
、
加
入
時

か
ら
60
歳
到
達
時
点
ま
で
で
す
。

国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
年
金
額
が
確
定
、
掛
金
額
も
一

定
・
掛
金
の
支
払
に
よ
り
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
確
定
し
ま
す
。

・
加
入
時
の
掛
金
は
60
歳
ま
で
変

わ
り
ま
せ
ん
（
途
中
で
口
数
を

変
更
し
な
い
場
合
）。

※　

若
い
と
き
に
加
入
す
る
ほ
ど

毎
回
の
掛
金
負
担
額
が
少
な
く

て
済
み
ま
す
。

○
税
制
上
の
優
遇

・
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

・
加
入
後
も
掛
金
の
額
を
口
数
単

位
で
増
減
で
き
ま
す
（
増
口
は

年
度
内
に
１
回
限
り
）。

・
掛
金
を
年
度
分
前
納
す
る
と
割

引
が
あ
り
ま
す
。

○
万
が
一
の
と
き
家
族
に
一
時
金

・
万
が
一
、
早
期
に
亡
く
な
っ
た

と
き
は
、
家
族
に
遺
族
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
（
Ｂ
型
を

除
く
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
国
民
年
金
基
金

（
☎
０
８
５
２
�
１
６
１
１
・

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
‐

６
５
‐
４
１
９
２
）

http://kokuki-shim
ane.or.jp/

第
一
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
７
月
６
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
第
一
中
学
校
体
育
館

演
題　
私
の
子
育
て　

本
当
は
ど

う
か
な

講
師　
健
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
（
福
岡

県
宗
像
市
在
住
）

第
三
中
学
校
人
権
集
会
（
ニ
コ
ニ

コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

日
時　
７
月
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
第
三
中
学
校
体
育
館

演
題　
い
じ
め
・
い
の
ち
・
な
か

ま
（
仮
）

講
師　
飯
開
輝
久
雄
さ
ん
（
熊
本

県
合
志
市
在
住
）

金
城
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
７
月
８
日
㈰

午
前
９
時
40
分
～
11
時
20
分

場
所　
金
城
中
学
校
体
育
館

演
題　
伝
え
た
い
！
こ
の
思
い
！

（
歌
と
語
り
）

講
師　
イ
ソ
ジ
ン
ズ
（
熊
本
市
在

住
）

浜
田
養
護
学
校
・
浜
田
ろ
う
学
校

地
域
と
共
に
人
権
集
会

日
時　
７
月
31
日
㈫

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
伝
え
た
い
！
こ
の
思
い
！

（
歌
と
語
り
）

講
師　
イ
ソ
ジ
ン
ズ
（
熊
本
市
在

住
）

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

・
第
一
中
学
校
（
☎
�
０
９
４
６
）

・
第
三
中
学
校
（
☎
�
１
１
５
０
）

・
金
城
中
学
校
（
☎
�
０
０
４
４
）

・
浜
田
ろ
う
学
校

（
☎
�
０
１
４
６
）

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈪
～
平
成

25
年
３
月
31
日
㈰
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

募
集
締
切
日　
７
月
15
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
人

権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及

び
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
（
☎
０
８
５
４
�
５

５
１
４
・
▢FAX
０
８
５
４
�
５
５

８
９
）

　

内
閣
府
で
は
、
７
月
を
「
青
少

年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調

月
間
」
と
し
、
青
少
年
の
非
行
防

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

人
権

人
権
集
会

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
後
期（
追
加
）

助
成
事
業

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
強
調
月
間
」
で
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ



21　　　広報はまだ：平成24年７月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
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育

て

止
な
ど
の
取
組
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

青
少
年
を
非
行
な
ど
か
ら
守
り
、

健
や
か
に
育
て
て
い
く
に
は
、
社

会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
家
庭
や
学
校

を
含
め
た
地
域
が
一
体
と
な
り
、

「
青
少
年
は
地
域
社
会
が
育
む
」

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取
組
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
各
自
治
区
の
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
を
中
心
に
、
青

少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育
成
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

　

１
㎏
の
粘
土
を
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
制

作
し
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
７
月
15
日
㈰
・
８
月
５
日

㈰　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
雪
舟
焼
窯
元（
旭
町
丸
原
）

１
日
目　
７
月
15
日
㈰

作
品
制
作

２
日
目　
８
月
５
日
㈰

素
焼
き
し
た
作
品
の
色
付
け

※　

作
品
の
窯
入
れ
後
、
完
成
作

品
は
雪
舟
焼
窯
元
で
保
管
し
て

い
ま
す
。
都
合
の
い
い
日
に
受

取
に
来
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
20
人

参
加
費　
２
、０
０
０
円
（
粘
土
・

釉
薬
・
焼
成
ほ
か
材
料
代
）

申
込
締
切
日　
７
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

写
真
撮
影
の
基
本
を
学
び
、
魅

力
あ
る
作
品
を
制
作
し
ま
す
。
季

節
の
雰
囲
気
や
風
景
の
一
コ
マ
を

カ
メ
ラ
で
切
り
取
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
７
月
22
日
㈰
・
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
日
目　
７
月
22
日
㈰

講
義
（
カ
メ
ラ
の
取
扱
い
・
撮

影
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）・
撮
影

（
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
）

２
日
目　
７
月
29
日
㈰

講
評
（
参
加
者
の
作
品
に
つ
い

て
）

※　

参
加
者
は
、
１
日
目
に
撮
影

し
た
写
真
を
３
枚
程
度
、
Ａ
４

版
に
プ
リ
ン
ト
し
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

講
師　
江
川
安
夫
さ
ん
（
島
根
県

写
真
家
連
盟
会
員
）

竹
本
晴
男
さ
ん
（
二
科
会
写
真

部
島
根
支
部
会
員
）

倉
井
久
夫
さ
ん
（
み
す
み
写
真

ク
ラ
ブ
会
員
）

松
谷
敏
秀
さ
ん
（
全
日
本
写
真

連
盟
浜
田
支
部
会
員
）

※　

カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

韓
国
語
講
座
～
入
門
～

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
か
ら
始

め
る
韓
国
語
講
座
で
す
。

　

市
国
際
交
流
員
の
金き

む

恩お
ん

志じ

さ
ん

と
基
礎
か
ら
や
さ
し
く
、
楽
し
く

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
７
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・

17
日
㈫
・
24
日
㈫
・
８
月
７
日

㈫
・
28
日
㈫
・
９
月
４
日
㈫
・

11
日
㈫
・
18
日
㈫
・
25
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
７
月
13
日
㈮

韓
国
語
会
話

　

聞
け
る
！
話
せ
る
！
韓
国
語
の

基
礎
が
分
か
る
皆
さ
ん
、
市
国
際

交
流
員
の
金
恩
志
さ
ん
と
直
接
韓

国
語
で
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・

18
日
㈬
・
25
日
㈬
・
８
月
１
日

㈬
・
８
日
㈬
・
29
日
㈬
・
９
月

５
日
㈬
・
12
日
㈬
・
19
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
７
月
13
日
㈮

　

韓
国
の
伝
統
武
道
、
テ
コ
ン

ド
ー
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　

韓
国
文
化
院
の
協
力
の
も
と
、

テ
コ
ン
ド
ー
で
初
夏
の
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
。
親
子
・
グ
ル
ー
プ
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
石
見
武
道
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
40
人

料
金　
１
５
０
円
（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
保
険
代
）

申
込
締
切
日　
７
月
４
日
㈬

※　

ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
で
、

タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
年
も
三
隅
で
料
理
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す
。
韓
国
・
中
国
・
ア

メ
リ
カ
の
料
理
に
挑
戦
し
な
が
ら

各
国
の
文
化
に
触
れ
、
楽
し
い
夏

の
日
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
22
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
三
保
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
30
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
７
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

森
川

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

陶
芸
教
室

写
真
教
室

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

テ
コ
ン
ド
ー
体
験
教
室

in
は
ま
だ

国
際
交
流
料
理
サ
ロ
ン

in
み
す
み
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　６月２日㈯・３日㈰の２日間、恒例の「旭温泉まつり」が旭
温泉あさひ荘周辺で開催されました。
　当日は、かわいい子どもみこしや勇壮な大衆演劇が行われ、
祭りを盛り上げました。
　また、８月10日㈮に大阪府高槻市で開催される第24回少年少
女学校指導者研修会に招待される、木田小学校の全校生徒８人
が合唱を披露し、少人数ながら迫力のある合唱に会場からは盛
大な拍手が送られました。

　５月26日㈯、「杵束公民館まつり泥おとし」が憩の家周辺で
行われました。
　10回目の開催となる今回は、「地域のふれあいを求めて！」
をテーマに、サークルによる踊りや地元を含む市内３つの田ば
やし保存会が出演するなど、多くのアトラクションがあり、祭
りを盛り上げました。
　このほか、会場内ではどぶろく・炊き込みご飯・お寿司・野
菜などの販売が行われ、食を通した地域の交流を深めました。
　来場者は、笑顔一杯で弥栄の泥おとしを楽しんでいました。

軽快な動きを交えた合唱

子どもも立派に田ばやしを演じました

　５月26日㈯・27日㈰の２日間、「旭のまちの芸術家の作品展」
が、酒井久仁夫さん宅（旭町市木）で行われました。
　これは、旭の創作活動をPRする会が主催し、旭町の芸術家・
荒
あ ら き す い け い

木翠渓さんの「趣味の墨画展」と竹
た け さ と き こ

佐時子さんの「パッチワー
ク作品展」が開催されました。荒木さんは20代から約40年間、
独学で創作活動を続け、竹佐さんは名古屋のパッチワーク展で
入選するなど、素晴らしい作品を創作しています。当日は、88
人の来場者でにぎわい水墨画独特のモノトーンの濃淡やパッチ
ワークの華やかさに触れていました。

　６月２日㈯、「第２回市民写生大会」が世界こども美術館で
開催されました。
　これは、美術館で開催中の「橋本明治・弘安展」に併せて、
風景を題材に絵を描く楽しさを感じてもらうことを目的に行わ
れました。
　写生大会には、中学生や県立大学生・家族連れなど約５０人が
参加。美術館や県立大学周辺の草木・建物などを思い思いに描
いていました。
　この日描いた絵は、６月下旬まで美術館で展示されました。こども美術館周辺の花や風景を描く参加者

作品の説明を受ける来場者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

あさひ初夏に流れるハーモニー
～ 第35回旭温泉まつり ～

やさか地域のふれあいを求めて！
～ 杵束公民館まつり泥おとし ～

あさひ

絵を描く楽しさを体感
～ 第２回市民写生大会 ～

身近な芸術家の作品に触れる
～ 旭のまちの芸術家の作品展 ～
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　５月17日㈭、今市小学校の２・５年生32人が田植え体験を行
いました。
　この日、地元の田ばやし保存会が、郷土の芸能を将来に残し
たいという思いから、田ばやしを披露。児童たちは、太鼓と歌
のリズムに合わせ、泥だらけになりながらも、１株１株丁寧に
苗を植えました。
　７月には、４年生14人が田ばやし保存会の指導のもと、田ば
やしの練習を開始し、秋の生活発表会で披露する予定です。

　５月20日㈰、「第８回小国の自然に親しむ会」が小国公民館
で開催されました。交流人口の増加を目的に地元の実行委員会
が開催しているもので、当日は県内外から約350人が参加。会
場では、地元で採れた約20種類の山菜の天ぷらや煮物が机にズ
ラリと並び、来場者は食材の説明を受けながら順番に皿に取り、
自然の味覚を楽しみました。
　また、地元特産品の販売や石見神楽などの上演もあり、会場
はにぎわいをみせました。来場者は「初めて食べた山菜もあり、
とてもおいしかった」と話していました。

　５月22日㈫、弥栄町防火パレードが行われ、安城保育園・杵
束保育園の園児が合同で町内を行進しました。
　はっぴを着た園児らは「火の用心」の歌詞に合わせて、拍子
木を打ち鳴らしながら、地域の人たちに防火を呼び掛けました。
かわいい園児たちのアピールに沿道からは声援があがっていま
した。
　パレード終了後は、起震車に乗り地震体験を行いました。少
し不安な表情をしながらも、震度７までの揺れを体感し、貴重
な時間を過ごしました。 元気一杯行進しました

揚げたての山野草の天ぷらをいただきました

晴天の中、軽快な踊り太鼓を披露

専用のめがねで日食を観察する児童

　５月21日㈪、「日食の観察会」が井野小学校室谷分校で行わ
れました。
　この日は、国内では25年ぶりの金環日食で、島根県でも太陽
の約90％が欠けて見える部分日食が見られることから、児童ら
はいつもより早く登校して、日食の観察をしました。
　日食が最大になった午前７時28分頃には、周囲がわずかに暗
くなり、児童らは「すごい。細くなってる」「三日月みたい」
と感想を話していました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか

かなぎ

あさひ

みんなで一緒に火の用心
～ 弥栄町防火パレード ～

自然のごちそうを味わう
～ 小国の自然に親しむ会 ～

はやしに合わせて田植えに挑戦
～ 今市小学校農業体験 ～

幻想的な日食に感動
～ 井野小学校室谷分校 日食観察会 ～

みすみ
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　５月10日㈭、くもぎ保育園の年長児24人による田植えが地元
農家の水田で行われました。
　園児にとっては、初めての田植え作業で、先生の指導の元、
横一列に引かれたロープを目印に、「せーの」の合図で苗を丁
寧に植えていきました。慣れない泥の感触に最初は戸惑ってい
ましたが、すぐに慣れた様子で手際よく植えていき、苗がきれ
いに並んだ水田に園児たちは、喜んでいました。
　田植えのあとは、お待ちかねの泥遊び。秋には収穫した新米
をはがまで炊いて、おいしくいただく予定です。

　５月10日㈭、今福小学校の３・４年生の児童12人によるアユ
の稚魚の放流が美又温泉近くの家古屋川で行われました。
　これは、美又地区のまちづくり組織である「美又湯気の里づ
くり委員会」が、子どもたちに環境保全の大切さを知ってもら
おうと初めて企画しました。
　児童たちは、バケツの中を泳ぎ回る稚アユを興味深そうに見
つめ、「大きく育ってね」と声を掛けながら、７センチほどの
稚アユ、約1,000匹を川へ放流しました。

田植えに初挑戦するくもぎ保育園児

▶
ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
少
し
！

　５月12日㈯、三隅自治区内の小学校の陸上大会「高城
大会」が三隅中央公園陸上競技場で開催されました。
　この日は、１年生から６年生まで約260人が参加。低
学年の50ｍ走や、中・高学年による100ｍ走・400mリレー・
走り幅跳びなどの競技が行われ、児童一人ひとりが目標
を持って、一生懸命頑張りました。　
　また、保護者など多くの人が児童らの応援に訪れ、声
援を送っていました。
　この陸上大会は、昭和22年秋に三隅にある高

たかじょうざん

城山を囲
む地域の小学校が集まり、第１回大会を開催。今年で66
回目を迎える歴史と伝統のある陸上大会でしたが、来年
度、井野小学校と室谷分校が三隅小学校に統合され、三
隅小学校と岡見小学校の２校のみとなるため、今回が最
後の大会となりました。
　66回の大会を振り返ると、様々な出来事がありました。
競技場が整備される前は、自動車を止めて道路で走った
り、三隅川の河原に走路を作ったり、その場所が大水に
浸
つ

かって走ることができなくなることもありました。
　今回出場した児童たちの親や祖父母も、小学生の頃に
選手として出場し、各世代ともに小学校の思い出の一つ
となっていた高城大会。その66年という長い歴史に幕を
閉じました。

▶
記
録
に
向
か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
！

稚アユを放流する児童

◀
み
ん
な
で
選
手
を
応
援

♥Town Topicsまちのわだい

みすみ歴史と伝統ある陸上大会に幕
～ 第６６回高

た か じ ょ う

城大会 ～

かなぎ「大きく育ってね」今福小児童アユの放流
～ 美又湯気の里づくり委員会 環境保全活動 ～

かなぎみんな上手に植えたよ！
～ くもぎ保育園児田植えに挑戦 ～
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総
合
政
策
学
部
１
年　
三み

浦う
ら

摩ま

美み

　

島
根
県
立
大
学
に
入
学
し
て
早
３

か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
入
学
式
の
日

は
、
ま
だ
寒
か
っ
た
で
す
が
、
季
節

も
移
り
変
わ
り
、
今
で
は
す
っ
か
り

汗
ば
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
季
節

の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
が
ち
で

す
が
、
私
た
ち
は
も
っ
と
大
き
な
変

化
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
学
生
活
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で

今
ま
で
の
学
校
生
活
と
は
違
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
り
、
日
本
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
知
ら
な
い

人
た
ち
の
中
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
に
励
ん
だ
り
、
慣
れ
な

い
講
義
に
四
苦
八
苦
し
た
り
、
新
し

い
環
境
に
適
応
す
る
た
め
苦
労
し
ま

し
た
。

　

よ
う
や
く
慣
れ
始
め
た
こ
の
頃
、

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、

大
学
は
楽
し
い
所
で
は
な
く
、
楽
し

む
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

学
に
入
っ
た
だ
け
で
楽
し
い
こ
と
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学

で
は
、
選
択
肢
が
多
く
存
在
し
、
そ

れ
を
自
ら
選
び
取
る
自
由
が
あ
り
ま

す
。
自
ら
の
意
思
で
選
び
、
そ
れ
を

悔
い
な
く
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
学

生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
学
生
な
ら
大
学
生
ら
し

く
あ
る
べ
き
で
す
。大
学
を
楽
し
み
、

新
た
な
自
分
に
出
会
い
、
成
長
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
も
参
加
で
き
る
無
料
映
画
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈯

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

題
名　
幸
せ
に
な
る
た
め
の
恋
の
レ

シ
ピ

場
所　
大
講
義
室
１

定
員　
先
着
２
４
０
人

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

准
教
授　
林は

や
し

田だ

吉よ
し

恵え

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の

４
月
に
島
根
県
立
大
学
に
着
任
し
ま

し
た
林
田
吉
恵
と
申
し
ま
す
。
大
阪

か
ら
来
ま
し
た
。
浜
田
の
人
は
と
て

も
親
切
で
、
温
か
い
で
す
ね
。

　

私
の
専
門
は
、
経
済
学
の
中
の
財

政
学
で
、
地
方
公
営
企
業
（
例
え
ば

上
下
水
道
な
ど
）
の
効
率
性
の
計
測

や
、
法
人
税
の
税
負
担
が
個
々
の
企

業
や
業
種
別
・
規
模
別
に
よ
っ
て
公

平
な
の
か
を
、
財
務
デ
ー
タ
を
使
っ

て
の
検
証
を
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
と
い
う
と
、
数
式
を
使
っ

た
り
し
て
難
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

世
の
中
の
枠
組
み
を
考
え
て
い
く
の

は
経
済
学
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
に

は
た
く
さ
ん
の
経
済
学
的
な
考
え
方

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
経
済
学
の
面
白

さ
を
、
浜
田
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で

き
た
ら
と
、ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

推
薦
入
試
や
一
般
選
抜
に
先
が
け

て
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス（
Ａ

Ｏ
）
入
試
を
実
施
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
と
は
、
受
験
生
に
本
学

の
理
念
・
教
育
目
標
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
特
色
・
求
め
る
学
生
像
を
十
分

に
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
能

力
・
適
性
・
学
習
意
欲
・
目
的
意
識

を
総
合
的
に
判
定
す
る
選
抜
を
行
う

た
め
、
相
談
及
び
面
接
な
ど
に
十
分

な
時
間
を
か
け
る
入
試
制
度
で
す
。

一
次
面
談
申
込
期
間

　

８
月
30
日
㈭
～
９
月
５
日
㈬

願
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

①繋ぐことで広がる田舎の可能性
７月４日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　和田裕子さん（アンテナカフェハレ

の日店主）
②キケロー『友情について』を読む
７月11日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　村井洋先生（浜田キャンパス教授）
③イメージでわかる英語音声学
７月18日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　江口真理子先生（浜田キャンパス教

授）
場所　島根県立大学講義・研究棟１階

中講義室３

問い合わせ先
　地域連携推進室（☎�２３９６）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖

vol.105
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

入
学
し
て
３
か
月
が

た
ち
ま
し
た

無
料
映
画
上
映
会

「
名
作
映
画
鑑
賞
オ
ロ
リ
ン

座
」

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
①

平
成
25
年
度
入
学
生
の
学
生

募
集
（
Ａ
Ｏ
入
試
）
を
開
始

公開講座のご案内
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本
館　
石
本
正
新
作
展

京
へ
の
想
い

　

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
１
年
の

間
に
描
か
れ
た
、
日
本
画
家
・
石
本

正
の
新
作
約
40
点
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
92
歳
を
目
前
に
し
た
今
も
、
自

ら
の
絵
の
世
界
に
遊
び
、
没
頭
す
る

石
本
の
姿
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

新
館　
遥
か
な
る
大
地

～
心
で
描
い
た
風
景
～

　

画
家
は
旅
人
と
な
り
、
大
海
原
を

越
え
、
は
る
か
な
る
大
地
で
様
々
な

感
動
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

過
酷
な
自
然
環
境
や
美
し
い
建
築

物
、
悠
久
の
と
き
を
越
え
受
け
継
が

れ
た
文
化
の
中
で
生
き
る
人
々
の
営

み
で
し
た
。

岸本裕子「少年の画集」
（1991年）

《本館展示室》

企画展「石本正新作展　京への想い」
　　９月30日㈰まで

《新館展示室》

企画展「遥かなる大地
～心で描いた風景～」

　　９月30日㈰まで

《ギャラリー展示》

石本正　裸婦デッサン展
　　７月16日㈮まで 

《イベント情報》

Ｄｕｏアフェッティ＆多田祐子
ヴァイオリンとダンス
　　７月７日㈯　午後２時～３時
石本正絵画教室　裸婦デッサン会
　　７月14日㈯・15日㈰
美術講座「石本正と三上誠」
　　７月14日㈯　午前10時〜11時30分   

特別休館のお知らせ
　館内燻蒸のため、臨時休館します。
　　７月17日㈫～８月３日㈮

　この教室は、石本が「絵を描くよろこび」を多くの人に伝えた
いと願い、2001年の開館時から始まりました。ここには「絵を描
くよろこび」が満ちています。全国各地からやってくる人々と一
緒に楽しく絵を描きませんか。
日程　７月14日㈯・15日㈰（要予約）
場所　石正美術館創作室
料金　７ ，０００円

　10月から始まる２つの特別展「石本正　我が青春」「我が友　
三上誠」を、より楽しんでご覧いただくためのプレイベントです。
日時　７月14日㈯　午前10時～11時30分（予約不要）
場所　石正美術館創作室
講師　当館館長・学芸員
料金　無料

申込み・問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
石
本
正
の
作

品
を
中
心
に
、
11
人
の
現
代
日
本
画

家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
画
家
た
ち
の
、
い
つ

ま
で
も
色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い
感
動

の
記
憶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
９
月
30
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

◎第39回石本正絵画教室参加者募集

◎美術講座「石本正と三上誠」

開
催
中
の
企
画
展
の

お
知
ら
せ
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後
期
展
で
は
、
明
治
先
生
の
「
舞

妓
」
や
「
龍
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

素
描
や
下
絵
を
紹
介
。
ま
た
、
弘
安

先
生
の
「
家
族
」
や
「
子
ど
も
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
本
展
で
展
示
し
て
い
る
弘
安

先
生
の
作
品
25
点
は
、
展
覧
会
終
了

後
、
市
内
の
全
小
学
校
25
校
に
１
点

ず
つ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
物
の
作
品
を
身
近
で
見
る

こ
と
で
、
心
豊
か
な
気
持
ち
で
学
校

生
活
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

と
弘
安
先
生
か
ら
の
、
す
て
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
先
生
、
弘
安
先
生
の
素
晴
ら

し
い
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
16
日
㈷
ま
で

　

７
月
21
日
㈯
か
ら
、
体
験
型
の
現

代
美
術
展
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
夏

の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
展
覧
会
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
現
代
美
術
を

存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
に
隠
さ
れ

た
テ
ー
マ
は
“
パ
ズ
ル
”。
い
ろ
い

ろ
な
素
材
を
使
っ
た
パ
ズ
ル
的
な
要

素
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
登
場
す
る

予
定
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
触
る
こ
と

が
で
き
る
作
品
で
す
。
現
代
美
術
の

無
限
の
楽
し
み
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

会
期　
７
月
21
日
㈯
～
９
月
23
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

団
体
割
引
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
虹
色
ボ
ッ
ク
ス
》

　

き
れ
い
な
セ
ロ
ハ
ン
を
使
っ
て
、

虹
色
の
ボ
ッ
ク
ス
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
１
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

　

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
迷
路
を
作
る

よ
。
で
き
た
ら
ビ
ー
玉
を
転
が
し
て

遊
ぼ
う
。

◎
７
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
塩
の
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　

カ
ラ
フ
ル
な
塩
を
重
ね
て
、
涼
し

そ
う
な
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
よ
。

◎
７
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・
16
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
定
員　
各
日
先
着
30
人

《
ぼ
た
ん
の
リ
ー
ス
作
り
》

　

い
ろ
ん
な
種
類
の
レ
ト
ロ
調
の
ぼ

た
ん
を
使
っ
て
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
紙
飛
行
機
》

　

ど
こ
ま
で
飛
ぶ
か
競
争
し
よ
う
！

◎
７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

■
一
般
講
座
受
講
生
募
集

《
楽
し
い
陶
芸
》
（
全
６
回
）

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮
・
９

月
６
日
㈭
・
７
日
㈮
・
20
日
㈭
・

10
月
18
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

講
師　
岡
田
容
量
さ
ん

定
員　
先
着
15
人

受
講
料　
４
、
０
０
０
円

※　

７
月
24
日
㈫
か
ら
、
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

７
月
の
休
館
日

月
曜
日　
２
日
・
９
日

展
示
替　
17
日
㈫
～
20
日
㈮

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.187

有

料

広

告

『
橋
本
明
治
・
橋
本
弘
安

～
親
子
二
人
展
～
』
開
催
中

『
夢む

現げ
ん

代だ
い

∞
美
術
展
』開
催
！

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○７月の休館日　16日㈷・31日㈫
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■
子
ど
も
向
け
の
本
■

昆
虫　
　
　
　
　

海
野
和
男

も
の
の
は
か
り
か
た
大
研
究

瀧
澤
美
奈
子

ペ
ン
ギ
ン
が
っ
し
ょ
う
だ
ん

斉
藤
洋

ぴ
た
っ
と
ヤ
モ
ち
ゃ
ん　
　

石
井
聖
岳

お
う
さ
ま
の
お
ひ
っ
こ
し

牡
丹
靖
佳

ド
レ
ス
を
着
た
男
子

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
リ
ア

ム
ズ

ア
ル
フ
ィ
ー
の
い
え
で

ロ
ー
レ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ヨ

七
夜
物
語
（上）　
（下）　
川
上
弘
美

■
大
人
向
け
の
本
■

盗
作
の
報
酬　
　

三
浦
明
博

鍵
の
な
い
夢
を
見
る辻

村
深
月

男
の
休
日
着
こ
な
し
の
方
程

式　
　
　
　
　
　
　

森
岡
弘

英
雄
は
そ
こ
に
い
る島

田
雅
彦

「
そ
こ
そ
こ
」で
い
き
ま
し
ょ

う　
　
　
　
　
　

岸
本
葉
子

江
戸
へ
吹
く
風　
　岩

井
三
四
二

叛
鬼　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
潤

日
本
銀
行
を
創
っ
た
男

渡
辺
房
男

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
め
で
と
う　
た
い
せ
つ
な
あ
な

た
へ　
　
　
　
　

い
と
う
え
み
こ

ぱ
た
ぱ
た　
も
も
ん
ち
ゃ
ん

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

お
と
ぎ
話
を
き
き
す
ぎ
た
お
姫
さ

ま
　

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ロ
ン
カ
ー
リ
ャ

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
１　

イ
・
ヨ
ン
ド

名
探
偵
コ
ナ
ン　
理
科
フ
ァ
イ
ル

全
９
巻　
　
　
　
　
　

青
山
剛
昌

新
妖
界
ナ
ビ
・
ル
ナ
１池

田
美
代
子

■
大
人
向
け
の
本
■

震
え
る
牛　
　
　
　
　

相
場
英
雄

寄
せ
植
え
の
作
り
方
・
飾
り
方　

吉
谷
桂
子

聴
き
屋
の
芸
術
学
部
祭　
市
井
豊

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

７
月
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

★
か
な
ぎ
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

～
み
て
・
き
い
て
・
さ
わ
っ
て
・

か
ん
が
え
て
み
よ
う
・
し
ら
べ
て

み
よ
う
～

　
読
み
聞
か
せ
・
実
験
シ
ョ
ー
・

ア
ク
ア
ス
出
前
講
座
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

日
時　
７
月
８
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

（
開
場
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
大
集
会

室

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

バ
ム
と
ケ
ロ
の
そ
ら
の
た
び

島
田
ゆ
か

よ
ろ
し
く
と
も
だ
ち

内
田
麟
太
郎

ク
レ
プ
ス
リ
ー
伝
説
４

ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

ゴ
ボ
ウ
茶
を
飲
む
と
20
歳
若
返

る
！　
　
　
　
　
　
　

南
雲
吉
則

サ
ム
ラ
イ
千
年
や
り
ま
し
た

岩
井
三
四
二

神
去
な
あ
な
あ
日
常

三
浦
し
を
ん

サ
フ
ァ
イ
ア　
　
　
　

湊
か
な
え

Ｐ
Ｋ　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎

図

書

館

情

報

有

料

広

告

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館



29　　　広報はまだ：平成24年７月号

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

今
年
は
、
大
阪
名
物
の
た
こ
や
き

を
食
べ
、
大
阪
城
公
園
（
天
守
閣
・

歴
史
博
物
館
）
と
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
見
学
し

ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
小
学
校
５
年
生
～
中
学

校
２
年
生

日　
７
月
23
日
㈪
～
24
日
㈫
（
１
泊

２
日
）

場　
大
阪
城
天
守
閣
・
歴
史
博
物
館
・

Ｕ
Ｓ
Ｊ
・
兵
庫
県
立
総
合
体
育
館

（
宿
泊
）

定　
先
着
１
０
０
人

料　
１
人
１
５
、
０
０
０
円
（
障
害

保
険
料
を
含
む
。）

※　

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
の
昼
食
は
実
費

申
込
締
切
日　
７
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
各
学
校
を

と
お
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役

所
本
庁
産
業
政
策
課
又
は
各
支
所

産
業
課
に
、
郵
送
又
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

日　
７
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
漁
港
入
口

周
辺

清
掃
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
周
辺
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
︲
８
２

　

４
４
︲
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

今
年
度
、
浜
田
公
民
館
は
平
清
盛

ゆ
か
り
の
地
（
呉
市
）
へ
の
研
修
旅

行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈫

集
合　
午
前
６
時
45
分

出
発　
午
前
７
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
平
清
盛
館
・
千
福
ほ
か
（
広
島

県
呉
市
）

定　
先
着
40
人

料　
５
、
５
０
０
円
（
朝
食
・
昼
食
・

入
場
料
・
保
険
代
）

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
、
必
要
な

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

き
れ
い
な
海
と
砂
浜
に
恵
ま
れ
た

浜
田
の
海
岸
で
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

夏
一
番
の
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。

対
象　
高
校
生
以
上

日　
８
月
19
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　
①
男
子
の
部　

64
チ
ー
ム

　
　

②
女
子
の
部　

16
チ
ー
ム

　
　

③
混
成
の
部　

32
チ
ー
ム

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成

　

①
男
子
の
部
３
人（
構
成
員
５
人
）

　

②
女
子
の
部
４
人（
構
成
員
６
人
）

　

③
混
成
の
部
４
人（
構
成
員
６
人
、

男
子
の
登
録
は
３
人
・
出
場
は

２
人
ま
で
）

料　
１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
書
（
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
現
金
書
留
に
よ
る
受
付

も
で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
生
涯
学
習
課
内

浜
田
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
【
〒
６
９
７

‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎

�
９
７
２
１
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

まちかど
伝言板

浜
っ
子
の
夏
休
み

～
浜
っ
子
関
西
ツ
ア
ー
～

参
加
者 募

　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
公
民
館
研
修
旅
行

参
加
者

第
16
回
浜
田
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
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練
習
対
局
・
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指

導
対
局
や
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
～

場　
江
津
少
年
自
然
の
家

料　
一
般　
　
　
　

４
、
５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

３
、
５
０
０
円

※　

１
泊
４
食
付
き

申
込
締
切
日　
７
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
宇
津
健
一
さ
ん　

午
後
６

　

時
～
８
時
（
☎
０
９
０
‐
７
５
９

　

７
‐
４
２
７
３
）

　

地
域
や
学
校
で
音
楽
活
動
を
し
て

い
る
人
や
グ
ル
ー
プ
（
独
奏
・
独
唱
・

合
唱
団
）
に
発
表
の
場
を
提
供
し
、

演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。演
奏
・

合
唱
時
間
は
10
分
程
度
で
す
。
皆
さ

ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　
平
成
25
年
１
月
27
日
㈰

開
演　
午
後
１
時
30
分
（
予
定
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
石
央
文
化

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
体
力
維
持

と
健
康
の
た
め
に
早
朝
テ
ニ
ス
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
毎
日
（
火
曜
日
を
除
く
）

　

早
朝
～
８
時
頃
ま
で

場　
市
庭
球
場

問　
近
藤
豊
さ
ん
（
☎
�
３
８
１
５
）

【
高
卒
者
程
度
試
験
】

種
類　
裁
判
所
職
員
一
般
職

受
付
期
間　
７
月
17
日
㈫
～
26
日
㈭

受
験
資
格　
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内

の
人
及
び
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
（
中

学
校
卒
業
後
２
年
以
上
５
年
未
満

の
人
も
受
験
可
）

第
１
次
試
験
日　
９
月
16
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
松
江
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

国
家
公
務
員
採
用
専
門
職
試
験
（
高

卒
程
度
試
験
・
社
会
人
試
験
）

受
付
期
間　
７
月
30
日
㈪
～
８
月
７

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
７
月
24
日
㈫
～
８
月
２

日
㈭
）

刑
務
官

第
１
次
試
験
日　
９
月
23
日
㈰

皇
宮
護
衛
官
・
入
国
警
備
官
・
航
空

保
安
大
学
校
学
生
・
海
上
保
安
学
校

学
生

第
１
次
試
験
日　
９
月
30
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２
‐
２
２
８
‐
１
１
８
３
）

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
科

　

小
型
車
両
系
機
械
の
操
作
法
、
資

格
取
得
に
関
す
る
知
識
技
能
を
習
得

し
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
８
月
17
日
㈮

検
定
場
所

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
15
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間

　

９
月
４
日
㈫
～
11
月
30
日
㈮

訓
練
場
所　
㈱
ラ
イ
ト
（
日
脚
町
）

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　
８
月
７
日
㈫

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
seibu_gijutsu/

有

料

広

告

資
格
・
試
験

将
棋
合
宿
・
プ
ロ
の
指
導

対
局
参
加
者

第
９
回
石
央
音
楽
祭

演
奏
者

健
康
の
た
め
に
早
朝
テ
ニ
ス

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

裁
判
所
職
員

国
家
公
務
員

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
‐
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い

わ
み
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
地
域

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
事
業
」を
、

県
西
部
地
区
を
中
心
に
実
施
し
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

①
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
習
得
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
考
え
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

希
望
に
応
じ
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
習
の
内
容

や
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
相
談
の
上

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

講
習
メ
ニ
ュ
ー

○
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用

法
～
電
子
メ
ー
ル
や
検
索
エ
ン
ジ

ン
の
利
用
法
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
画
像
編
集
加
工
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
）
入
門
・
災
害

時
の
Ｉ
Ｔ
利
用
・
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
と
モ
ラ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

②
講
習
会
へ
の
機
材
貸
出
し

　

地
域
や
、
各
団
体
で
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
な
ど
を
開
催
す
る
た
め
の
、
必

要
な
機
材
の
貸
出
し
を
し
ま
す
。

貸
出
機
材

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７　
　

10
台

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ　

10
台

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ　
　
　
　

１
台

・
ス
ク
リ
ー
ン　
　
　
　
　

１
台

③
出
張
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

新
た
に
Ｉ
Ｔ
学
習
を
希
望
す
る
地

域
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
、
講
習
会

の
企
画
か
ら
希
望
に
応
じ
、
講
師
・

機
材
貸
出
し
な
ど
開
催
す
る
ま
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

④
地
域
Ｉ
Ｔ
相
談
（
随
時
受
付
）

日　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

⑤
地
域
交
流
会
（
随
時
受
付
）

日　
毎
月
１
回
程
度
開
催

※　

パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端
末
機

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）
な
ど
多
様
化
す
る
情
報

ツ
ー
ル
の
情
報
交
換
や
便
利
な
使

い
方
な
ど
の
勉
強
会
や
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

７
月
は
、
８
日
㈰
の
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
い
わ
み
ー
る
１
０
１

研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。

申
込
方
法　

①
～
⑤
に
つ
い
て
は
、

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

⑥
Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
撮
影
か
ら
画
像
編

集
講
座

日　
７
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯
・
８
月

４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
９
月
１
日
㈯
・

８
日
㈯　

６
日
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
実
費
）

申
込
締
切
日　
７
月
12
日
㈭

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
‐
Ｇ
Ｅ
Ｎ

　

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７
‐
０
０

　

１
６　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１　

　

い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�
９
３
４

　

６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

http://seibu.it-shim
ane.com

　

介
護
の
分
野
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、
島
根
県
社
会

福
祉
協
議
会
で
臨
時
的
に
雇
用
し
な

が
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
取

得
を
支
援
し
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

で
の
お
試
し
勤
務
を
通
し
て
、
自
分

に
あ
っ
た
就
職
先
選
び
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

対
象　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
及
び

お
試
し
勤
務
に
参
加
可
能
な
人

（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。）

定　
10
人
程
度

※　

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

場
合
は
、
解
雇
・
雇
止
め
に
よ
り

離
職
し
た
人
な
ど
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

７
月
12
日
㈭
～
８
月
17
日
㈮

料　
無
料

※　

申
込
み
に
は
履
歴
書
が
必
要
で

す
。
募
集
締
切
り
後
、
面
接
と
適

性
検
査
で
選
考
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見

支
所
・
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

教
室
・
講
座

地
域
の
情
報
化
を

支
援
し
ま
す

介
護
人
材
緊
急
雇
用
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修
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放
送
大
学
で
は
、
今
年
度
初
の
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
７
月
14
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

講
師　
足
立
悦
男
さ
ん
（
放
送
大
学

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
・
島
根

大
学
名
誉
教
授
）

定　
30
人

料　
無
料

申
・
問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
18
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
乳
が
ん
の
標
準
的
治
療
・

先
端
医
療
に
つ
い
て

講
師　
栗
栖
泰
郎
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

今
年
度
も
夏
休
み
の
短
期
水
泳
教

室
を
２
回
開
催
し
ま
す
。
無
料
バ
ス

の
送
迎
（
国
府
・
周
布
コ
ー
ス
）
も

あ
り
ま
す
。

対
象　
５
歳
～
小
学
校
６
年
生

※　

第
１
回
は
、
25
ｍ
泳
げ
な
い
子

ど
も
が
対
象
で
す
。

日第
１
回　
７
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮

第
２
回　
８
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮

　

各
回
と
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

定　
先
着
60
人

申
込
方
法　
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
も
申
し

込
め
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
☎
�
０
２
３
０
）

　

裸
婦
の
写
生
会
で
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
成
人

日　
７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
29

日
㈰
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
５
、
０
０
０
円

講
師　
北
本
雅
己
さ
ん（
日
展
会
員
・

東
光
会
理
事
）

　

石
州
和
紙
を
通
じ
て
交
流
が
あ
る

「
幸
せ
の
国
」
ブ
ー
タ
ン
王
国
を
紹

介
し
ま
す
。
同
国
に
関
す
る
資
料
や

写
真
パ
ネ
ル
・
民
芸
品
や
工
芸
品
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

日　
７
月
４
日
㈬
～
８
月
３
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※　

市
役
所
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

場　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問　
本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

紺
屋
町
商
店
街

　

子
ど
も
神
楽
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
大

道
芸
な
ど
を
行
い
ま
す
。
７
日
㈯
に

は
七
夕
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

日　
７
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
・
21
日

㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
こ
ん
や
ま
ち
商
店
街
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
段
原
酒
店
（
☎
�
０
３
２
３
）

新
町
商
店
街

　

神
楽
上
演
や
金
魚
す
く
い
、
各
種

お
祭
り
屋
台
な
ど
、
新
町
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。

日　
７
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯
（
雨
天

中
止
）

　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問　
平
野
屋
（
☎
�
０
２
３
６
）

銀
天
街

　

神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
大
蛇
な
ど
を
上
演
し
ま
す
。

日　
７
月
28
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
４
時
～
11
時（
歩
行
者
天
国
）

場　
浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち

タ
ウ
ン
周
辺

問　
銀
天
街
事
務
所

（
☎
�
７
７
９
２
）

殿
町
商
店
街

　

さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
石
見
神
楽
の
上
演

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
29
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
～
９
時
30
分

場　
石
神
社
境
内（
浜
田
警
察
署
横
）

問　
ポ
ム
ア
ン
ク
ル
ー
ト

（
☎
�
５
５
３
１
）

朝
日
町
商
店
街

　

射
的
や
各
種
お
祭
り
屋
台
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日　
７
月
28
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
７
時
～
９
時

場　
朝
日
町
商
店
街

問　
㈲
平
安
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦「
み
ね
ゆ
き
」

が
浜
田
港
に
入
港
し
ま
す
。

日　
①
７
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

　

②
７
月
８
日
㈰

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
港
福
井
第
３
岸
壁

料　
無
料

※　

駐
車
場
は
、
し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
準
備
し
ま
す
。
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
７
月
21
日
㈯

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
・
問　
近
藤
隆
夫
さ
ん
【
〒
６
９

　

７
‐
０
０
５
２　

港
町
16
番
地

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
９
２
４
）】

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

放
送
大
学
公
開
講
座

平
成
24
年
度
市
民
公
開
講
座

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

第
２
回
山
光
会
浜
田

洋
画
講
習
会

「
幸
せ
の
国
ブ
ー
タ
ン
」

紹
介
展
示

浜
田
市
商
店
街

土
曜
夜
市

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦

「
み
ね
ゆ
き
」
一
般
公
開
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※　

駐
車
場
の
受
付
で
、
氏
名
・
住

所
を
記
入
し
「
入
出
場
確
認
証
」

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分

証
明
書
が
必
要
で
す
。

※　

ほ
か
の
船
舶
の
入
港
状
況
に
よ

り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
広

報
室
（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜
田

出
張
所
（
☎
�
１
３
４
４
）

　

安
全
祈
願
祭
や
魚
の
つ
か
み
取

り
・
宝
探
し
・
海
難
救
助
訓
練
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場　
国
府
海
水
浴
場

問　
市
観
光
協
会
国
府
支
部

（
☎
�
２
５
６
５
）

　

弥
栄
自
治
区
で
は
、
生
涯
学
習
や

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が

「
学
び
・
健
や
か
・
暮
ら
し
い
き
い

き
」
を
テ
ー
マ
に
日
頃
の
取
組
や
課

題
の
提
案
に
よ
り
、
健
や
か
に
い
き

い
き
と
生
涯
が
過
ご
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
毎
年
集
い
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
活
動
報
告
・
運
動
指
導
・

健
康
測
定
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
弥
栄
会
館

料　
無
料

※　

昼
食
に
は
、角
寿
司
の
販
売
や
、

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
よ

る
味
噌
汁
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま

す
。

問　
市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

　

東
京
か
ら
先
生
を
招
き
、
本
格
的

な
衣
裳
を
装
っ
て
の
２
回
目
の
舞
踊

公
演
で
す
。
華
麗
な
日
本
舞
踊
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
８
日
㈰

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
２
、
０
０
０
円

問　
藤
惠
会　

藤ふ
じ

間ま

晃あ
き

正し
ょ
う

惠え

さ
ん

（
☎
�
３
３
９
９
）

　

石
州
刀
剣
会
は
、
平
安
末
期
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
刀
を
鑑
賞

す
る
県
内
唯
一
の
団
体
で
す
。
日
本

刀
は
、
文
化
財
や
美
術
工
芸
品
と
し

て
日
本
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、

世
界
に
誇
れ
る
日
本
刀
文
化
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ガ
ラ
ス

越
し
で
は
な
く
、
直
接
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
会
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら

老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
14
日
㈯

　

正
午
～
午
後
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

海
に
生
き
抜
く
船
乗
り
た
ち
の
す

て
き
な
感
動
と
生
き
る
喜
び
・
人
生

の
充
実
感
・
自
然
の
美
し
さ
・
大
切

さ
が
分
か
る
写
真
（
約
40
点
）
を
展

示
し
ま
す
。

日　
７
月
14
日
㈯
～
27
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※　

17
日
㈫
～
20
日
㈮
は
休
館
日

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　
無
料

問　
波
濤
会
浜
田
支
部

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

日　
７
月
15
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
市
役
所
旭
支
所
３
階
大
会
議
室

演
題　
岩
国
基
地
の
現
状
に
つ
い
て

講
師　
田
村
順じ

ゅ
ん

玄げ
ん

さ
ん
（
岩
国
市
議

会
議
員
）

演
題　
低
空
飛
行
訓
練
中
止
と
土
蔵

崩
壊
補
償
問
題
に
つ
い
て

講
師　
井
口
貞
信
さ
ん
（
津
山
市
上

田
邑
の
爆
音
に
よ
る
土
蔵
崩
壊
被

害
者
）

料　
無
料

問　
市
旭
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
１
４
３
３
）

三
浦
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３
６
３

９
‐
４
１
６
１
）

　

熱
田
町
で
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
明
治
時
代
の
建
築
物

や
面
白
物
件
観
察
。
江
戸
時
代
の
山

陰
道
と
美
川
へ
抜
け
る
往
還
。
楽
し

い
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日　
７
月
15
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
長
浜
町
漁
業
協
同
組
合

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
長
浜
出
張
所
前

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
建
築
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
０
９
９
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

第
12
回
生
涯
学
習
と

健
康
福
祉
の
集
い

藤
間
流
藤ふ

じ

惠え

会

10
周
年
記
念
舞
踊
公
演

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

第
22
回
波は

濤と
う

を
越
え
て

「
１
マ
イ
ル
展
」

米
軍
機
低
空
飛
行
問
題
を

考
え
る
講
演
会

第
20
回
我
が
街
並
み

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
１
２
３
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行
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心
や
さ
し
い
ぶ
た
さ
ん
と
、
が
ん

ば
り
や
の
ね
ず
み
さ
ん
の
、
友
情
と

苦
悩
（
？
）
を
、
温
か
く
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
お
芝
居
に
し
ま
し
た
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り
な
、
ほ
の
ぼ

の
し
た
二
人
組
に
よ
る
舞
台
劇
で

す
。
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
15
日
㈰

①
開
場　
午
後
１
時
45
分

　
開
演　
午
後
２
時

②
開
場　
午
後
５
時
15
分

　
開
演　
午
後
５
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
一
般　

４
、
２
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

夏
の
夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
、
屋
台

や
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
か
き
氷
は
無
料
で
す
。

日　
７
月
20
日
㈮

　

午
後
６
時
～
８
時

場　
こ
く
ぶ
学
園

問　
こ
く
ぶ
学
園
（
☎
�
０
１
４
５
）

　
「
１
枚
の
写
真
」
を
通
し
て
、「
人

と
人
と
の
絆
」・「
家
族
の
幸
せ
」・「
ゆ

と
り
」
が
、
い
か
に
大
切
か
を
も
う

一
度
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

写
真
撮
影
会
と
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
21
日
㈯

　

午
後
５
時
～
９
時

場　
新
町
特
設
会
場

定　
先
着
50
人

料　
１
家
族
２
、
０
０
０
円

（
う
ち
、
１
、
０
０
０
円
は
福
祉

団
体
に
寄
附
し
ま
す
。）

写
真
展
示

日　
８
月
20
日
㈪
～
27
日
㈪

場　
新
町
特
設
会
場

※　

撮
影
し
た
写
真
は
、
展
示
終
了

後
に
指
定
し
た
写
真
館
で
渡
し
ま

す
。

問　
猪
ノ
口
写
真
館

（
☎
�
１
７
６
９
）

　

大
麻
山
で
昆
虫
採
集
を
し
て
、
標

本
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

島
根
大
学
名
誉
教
授
の
三
浦
正
先
生

や
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
学
芸
員

の
皆
さ
ん
に
指
導
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
校
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

日　
７
月
21
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
三
隅
中
央
会
館
三
浦
正
昆
虫
館

及
び
大
麻
山
周
辺

定　
先
着
20
人

料　
小
・
中
学
生　

１
、
２
０
０
円

　
　

高
校
生
以
上　

１
、
５
０
０
円

※　

バ
ス
代
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園

入
園
料
・
保
険
料

申
込
締
切
日　
７
月
17
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

弁
当
・
水
筒
・
昆
虫
採
集
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
自
ら
漉
い
た
和
紙
で
一
輪
挿

し
を
作
る
体
験
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

　

和
紙
一
輪
挿
し　

１
、
０
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
金
城
町
の
古
墳
（
金
田
１
号
墳

か
ら
６
号
墳
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
資
料
を
基
本
に
し
な
が

ら
、
新
資
料
に
よ
り
、
こ
の
古
墳
の

主
を
探
る
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
22
日
㈰
・
23
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
頃

場　
石
見
公
民
館
図
書
室

料　
無
料

問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ
と
案

内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
ど
ろ
ん

こ
祭
り
。
今
年
も
飾
り
牛
に
よ
る
代

か
き
や
田
ば
や
し
、
花
火
な
ど
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
28
日
㈯　

午
後
４
時
～

（
荒
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

場　
上
今
明
地
区
（
三
隅
町
井
野
）

※　

会
場
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
井
野
公
民
館
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
井
野
公
民
館
（
☎
�
０
０
０
７
）

　

池
坊
５
５
０
年
祭
を
記
念
し
て

「
こ
こ
ろ
・
花
に
よ
せ
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
池
坊
浜
田
支
部
展
を
開
催
し

ま
す
。

日　
７
月
29
日
㈰
・
30
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
30
日
㈪

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
池
坊
浜
田
支
部　

小
寺
さ
ん

（
☎
�
０
４
９
６
）

第
１
１
７
回
鑑
賞
例
会

劇
団
む
う

「
ぶ
た
さ
ん
と
ね
ず
み
さ
ん
」

舞
台
劇
（
低
学
年
向
）

こ
く
ぶ
学
園
夕
涼
み
会

第
４
回
島
根
県
写
真
家
協
会

西
部
支
部
「
家
族
の
絆
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
撮
影
会
・
写
真
展

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

第
56
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

上
今
明
ふ
る
さ
と

ど
ろ
ん
こ
祭
り

い
け
ば
な
池
坊
展
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「
走
れ
メ
ロ
ス
」・「
太
平
洋
に
か

け
る
虹
」・「
ホ
タ
ル
か
が
や
く
」・「
交

通
安
全
ア
ニ
メ
」（
予
定
）
を
上
映

し
ま
す
。

日　
８
月
３
日
㈮

　

午
後
７
時
20
分
～
８
時
40
分

場　
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

問　
瀬
戸
ケ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

　

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

早
朝
無
料
開
放

　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。
プ
ー

ル
で
水
中
歩
行
や
、
ジ
ム
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
運
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
22
日
㈰

午
前
６
時
～
９
時
（
利
用
時
間
は

２
時
間
以
内
）

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

※　

プ
ー
ル
は
、
４
歳
以
上
の
人
が

利
用
で
き
ま
す
が
、
小
学
校
３
年

生
以
下
の
利
用
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

※　

ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ジ
ム
は
、
16
歳
以
上
の
人
が
利

用
で
き
ま
す
。
運
動
の
で
き
る
服

装
で
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

プ
ー
ル
・
ジ
ム
の
両
方
を
利
用

す
る
場
合
は
、
合
わ
せ
て
２
時
間

以
内
の
利
用
時
間
で
す
。

特
別
開
館
日

　

７
月
・
８
月
は
全
て
の
日
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。
プ
ー
ル
・
ジ
ム
と
も

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

デ
ビ
ュ
ー
15
周
年　
綾
戸
智
恵

W
onderful W

orld

コ
ン
サ
ー
ト

　

１
９
９
８
年
６
月
に
衝
撃
的
デ

ビ
ュ
ー
を
飾
っ
て
以
来
、
パ
ワ
フ

ル
な
ス
テ
ー
ジ
と
軽
快
な
ト
ー
ク

で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け

る
綾
戸
智
恵
が
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

「W
onderful W

orld

」
を
引
っ

さ
げ
て
グ
ラ
ン
ト
ワ
に
初
登
場
！

ジ
ャ
ズ
と
い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え

愛
さ
れ
続
け
る
彼
女
な
ら
で
は
の
熱

い
ス
テ
ー
ジ
と
と
も
に
、
笑
い
と
感

動
の
ひ
と
と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

日　
７
月
15
日
㈰

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　

一
般　

６
、
０
０
０
円

　

会
員　

５
、
７
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
７

月
８
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
美
術
館
所
蔵　
巨

匠
た
ち
の
英
国
水
彩
画
」

　

イ
ギ
リ
ス
の
人
々
の
風
景
に
対
す

る
意
識
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
イ

ギ
リ
ス
庭
園
。
そ
の
庭
園
の
歴
史
に

つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら

紹
介
し
ま
す
。
紅
茶
と
お
菓
子
も
用

意
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

日　
７
月
14
日
㈯
～
９
月
24
日
㈪

講
演
会

日　
７
月
29
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
演
題　
イ
ギ
リ
ス
庭
園
の
歴
史　

―

18
世
紀
の
風
景
式
庭
園
か
ら
19
世

紀
の
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
ま
で
―

講
師　
西
村
悟
郎
さ
ん
（
恵
泉
女
学

園
大
学
名
誉
教
授
）

定　
先
着
50
人

料　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
神
話
博
し
ま
ね
」
開
催
期
間
中
入

館
料
無
料

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ア
ク
ア
ス
へ

来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
・
中
学
生
・
高
校
生

日　
７
月
21
日
㈯
～
11
月
11
日
㈰

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

夏
休
み
恒
例
の
子
ど
も
が
主
役
の

企
画
で
す
。
飼
育
係
の
仕
事
現
場
を

探
検
し
よ
う
！

対
象　
小
・
中
学
生

日　
７
月
21
日
㈯
～
８
月
31
日
㈮

　

第
１
回
目　

午
前
11
時
～

　

第
２
回
目　

午
後
１
時
～

※　

お
盆
の
期
間
中
は
除
き
ま
す
。

所
要
時
間　
30
分
程
度

料　
無
料

申
込
方
法　
参
加
し
た
い
日
の
当
日

に
、
１
階
総
合
案
内
所
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
展
「
神
話
の
世
界
」
古
事
記
に

登
場
す
る
生
き
物
た
ち

　

古
事
記
を
生
き
物
た
ち
と
の
関
係

か
ら
見
て
み
よ
う
。
石
見
神
楽
と
古

事
記
の
つ
な
が
り
も
紹
介
し
ま
す
。

日　
７
月
21
日
㈯
～
11
月
12
日
㈪

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

事
務
部
門
（
営
業
・
企
画
・
庶
務
）

な
ど
を
担
当
す
る
事
務
業
務
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す

応
募
締
切
日　
７
月
15
日
㈰
必
着

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
及
び
床
タ
イ
ル
清
掃
の
た
め
、

臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈫　

終
日

※　

当
日
は
、
電
話
に
よ
る
予
約
受

付
も
行
い
ま
せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
30
回
瀬
戸
ケ
島

ア
ニ
メ
祭
り

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

早
朝
無
料
開
放
・
特
別
開
館
日

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,033 20,346 22,859 43,205
金 城 1,928 2,248 2,448 4,696

旭 1,448 1,532 1,667 3,199
弥 栄 716 714 786 1,500
三 隅 2,870 3,119 3,510 6,629
合 計 26,995 27,959 31,270 59,229

人　口（５月末現在）

（単位：人）

　私たちになじみの深い現代劇を全国に広めたのが、金城町出身の明治の文人・
島村抱月です。今回は、抱月の生育地の一つ「熊屋跡」を紹介します。
　抱月が幼少時代を回想した随筆が、明治43年７月15日付けの読売新聞に掲載さ
れています。「私の十ばかりの頃は、一家が久佐という田舎に住んでいた。家は、
四五十坪ばかりの前庭を取って、芸

げ い

州
しゅう

境
ざかい

への小街道に沿うた瓦ぶきの一軒家で、
後ろは深い渓谷になり、そこからかなり水

み ず

嵩
か さ

のある小川が横手をめぐって流れて
いる。街道といっても人通りは極めてまれであるが、その道を挟んで、向こうに
は青田が広がり、その向こうはまた山になっている。」（『故郷の父』抜粋）
　亡父・一平を偲

し の

んだこの随筆の舞台は、現在は更地の状態で閑静な山あいに残っ
ています。９月22日㈯には、当地を含む抱月ゆかりの地を歩く「島村抱月ウォー
キング大会」が久佐公民館発着で開催されます。詳しくは、久佐公民館（☎�
２６６６）までお問い合わせください。

看板より右手が熊屋跡地。現在は畑地になっている。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

市金城支所
☎42–1234

市旭支所
☎45–1234

市弥栄支所
☎48–2111

市三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

島村抱月 生育の地「熊屋跡」


